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ODBC（OpenDatabaseConnectivity）は、クライアントアプリケーションが ODBC ドライバーを提供する任意の

データベースに接続できるようにするプログラミングインターフェイスです。EDB-ODBC は、EDBPostgresAd-

vancedServer（AdvancedServer）と ODBC準拠のアプリケーション間の接続を提供します。

このガイドには、EDB-ODBCのインストール情報と、EDB-ODBCのデータソース定義の作成に関する情報が含

まれています。このガイドには、EDB-ODBCでサポートされる ODBC機能の詳細を説明する参照情報も含まれ

ています。
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第 1章

新機能

AdvancedServerODBCコネクター 12.00.0000.01を作成するために、以下の機能が追加されます。

• EDBODBCコネクタは、EDBPostgresAdvancedServer12をサポートするようになりました。

• EDBODBCコネクタは、WindowsServer2019プラットフォームでもサポートされるようになりました。

• プロジェクトは、上流のコミュニティドライバーバージョン 12.00.0000.00とマージされます。
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第 2章

要件の概要

2.1 サポートされているバージョン

AdvancedServerODBCコネクタは、AdvancedServerバージョン 9.4以降で認定されています。

2.2 サポートされているプラットフォーム

AdvancedServerODBCConnectorネイティブパッケージは、次のプラットフォームでサポートされています。

64ビット Linux:

• RedHatEnterpriseLinux（x86_64）6.xおよび 7.x

• CentOS（x86_64）6.xおよび 7.x

• OELLinux6.xおよび 7.x

• RHELまたは CentOS7.xを実行する PPC-LE8

• SLES12.x

• Debian9.x

• Ubuntu18.04

AdvancedServerODBCConnectorグラフィカルインストーラーは、次のWindowsプラットフォームでサポートさ

れています。

64ビットWindows:

• Windowsサーバー 2019

• Windowsサーバー 2016

• Windowsサーバー 2012R2
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• ウインドウズ 10

• ウィンドウズ 8

• Windows7

32ビットWindows:

• ウインドウズ 10

• ウィンドウズ 8

• Windows7

6 第 2 章要件の概要
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第 3章

EDB-ODBCの概要

EDB-ODBCは、ODBC準拠のクライアントアプリケーションが AdvancedServerデータベースに接続できるよう

にするインターフェイスです。EDB-ODBCコネクタを使用すると、他のデータベースと連携して動作するように

設計されたアプリケーションを AdvancedServerで実行できます。EDB-ODBCは、クライアントアプリケーショ

ンが接続を確立し、クエリを送信し、AdvancedServerから結果を取得する方法を提供します。

EDB-ODBCは一定レベルのアプリケーションの移植性を提供しますが、移植性には制限があることに注意してく

ださい。EDB-ODBCは接続を提供しますが、コマンドの互換性を保証するものではありません。別のデータベー

スで受け入れ可能なコマンドは、AdvancedServerでは機能しない場合があります。

一般的な ODBCアプリケーションの主なコンポーネントは次のとおりです。

• クライアントアプリケーション-ODBCのバインディングを持つ言語で記述されている

• ODBCアドミニストレーター-Windowsまたは Linuxの名前付き接続を処理します

• データベース固有の ODBCドライバー-EDB-ODBC

• ODBC準拠サーバー-EDBPostgresAdvancedServer

クライアントアプリケーションは、ODBCのバインディングを持つ任意の言語で記述できます。C、MS-Access、

C++はほんの一部です。

3.1 EDB-ODBCのインストール

EDB-ODBC コネクタは、EDBPostgresAdvancedServer のグラフィカルインストーラーまたは RPM インストー

ラーと共に配布およびインストールされます。
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3.1.1 RPMパッケージを使用したコネクタのインストール

ODBCコネクターをインストールする前に、以下を行う必要があります。

epel-releaseパッケージをインストールします:

• RHELまたは CentOS7の場合:

yum -y install https://dl.fedoraproject.org/pub/epel/

epel-release-latest-7.noarch.rpm

• RHELまたは CentOS8の場合:

dnf -y install https://dl.fedoraproject.org/pub/epel/

epel-release-latest-7.noarch.rpm

注釈: （ /etc/yum.repos.dにある） CentOS-Base.repoファイルの [extras]リポジトリ定義を有効

にする必要があるかもしれません。

EnterpriseDB リポジトリへのアクセスを許可する資格情報も必要です。資格情報のリクエストについては、次の

URLにアクセスしてください。

https://info.enterprisedb.com/rs/069-ALB-339/images/Repository%20Access%2004-09-2019.pdf

リポジトリの資格情報を受け取ったら、次のことができます。

1. リポジトリ構成ファイルを作成します。

2. ユーザー名とパスワードを指定して、ファイルを変更します。

3. edb-odbcをインストールします。

リポジトリ設定ファイルの作成

リポジトリー構成ファイルを作成するには、スーパーユーザー特権を想定して、次のコマンドを呼び出します。

• RHELまたは CentOS7の場合:

yum -y install https://yum.enterprisedb.com/edb-repo-rpms/

edb-repo-latest.noarch.rpm

• RHELまたは CentOS8の場合:

dnf -y install https://yum.enterprisedb.com/edb-repo-rpms/

edb-repo-latest.noarch.rpm

リポジトリ設定ファイルの名前は edb.repoです。ファイルは /etc/yum.repos.dにあります。

ファイルを変更し、ユーザー名とパスワードを提供します

8 第 3 章 EDB-ODBCの概要
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After creating the edb.repo file, use your choice of editor to ensure that the value of the enabled parameter is 1, and

replace the username and password placeholders in the baseurl specification with the name and password of a

registered EnterpriseDB user.

[edb]

name=EnterpriseDB RPMs $releasever - $basearch

baseurl=https://<username>:<password>@yum.enterprisedb.com/edb/redhat/rhel-$releasever-

↪→$basearch

enabled=1

gpgcheck=1

gpgkey=file:///etc/pki/rpm-gpg/ENTERPRISEDB-GPG-KEY

ODBCコネクタのインストール

変更を構成ファイルに保存した後、 yum installコマンドを使用して RHELまたは CentOS7に ODBCコネク

ターをインストールできます。たとえば、次のコマンドは ODBCコネクターをインストールします。

• RHELまたは CentOS7の場合:

yum install edb-odbc

yum install edb-odbc-devel

• RHELまたは CentOS8の場合:

dnf install edb-odbc

dnf install edb-odbc-devel

システムで認識されないソースによって署名された RPMパッケージをインストールすると、yumはローカルサー

バーにキーをインポートする許可を要求する場合があります。プロンプトが表示され、パッケージが信頼できる

ソースからのものであることに満足したら、 yを入力し、 Returnを押して続行します。

インストール中に、yumは解決できない依存関係に遭遇する可能性があります。含まれている場合は、手動で解決

する必要がある必要な依存関係のリストが表示されます。

RPMインストールの更新

既存の ODBCコネクター RPMインストールがある場合は、yumまたは dnfを使用して、リポジトリー構成ファイ

ルをアップグレードし、より新しい製品バージョンに更新できます。 edb.repoファイルを更新するには、スー

パーユーザー権限を引き受け、次のように入力します:

• RHELまたは CentOS7の場合:

yum upgrade edb-repo

• RHELまたは CentOS8の場合:

dnf upgrade edb-repo

3.1. EDB-ODBCのインストール 9
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yum or dnf will update the edb.repo file to enable access to the current EDB repository, configured to connect with

the credentials specified in your edb.repo file. Then, you can use yum or dnf to upgrade any installed packages:

• RHELまたは CentOS7の場合:

yum upgrade edb-odbc

yum upgrade edb-odbc-devel

• RHELまたは CentOS8の場合:

dnf upgrade edb-odbc

dnf upgrade edb-odbc-devel

10 第 3 章 EDB-ODBCの概要
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3.1.2 SLES12ホストへのコネクターのインストール

zypperパッケージマネージャーを使用して、SLES12ホストにコネクタをインストールできます。Zypperは、パッ

ケージをインストールするときにパッケージの依存関係を満たそうとしますが、EnterpriseDBでホストされていな

い特定のリポジトリへのアクセスが必要です。

コネクタをインストールする前に、次のコマンドを使用して EnterpriseDBリポジトリ構成ファイルを SLESホス

トに追加します。

zypper addrepo https://zypp.enterprisedb.com/suse/epas12-sles.repo

zypper addrepo https://zypp.enterprisedb.com/suse/epas-sles-tools.repo

zypper addrepo https://zypp.enterprisedb.com/suse/epas-sles-dependencies.repo

各コマンドはリポジトリ設定ファイルを /etc/zypp/repos.d directoryに作成します。ファイルの名前は

次のとおりです。

• Edbas12suse.repo

• edbasdependencies.repo

• edbastools.repo

リポジトリ設定ファイルを作成したら、 zypper refreshコマンドを使用して SLESホストのメタデータを更

新し、EnterpriseDBリポジトリを含めます。

/etc/zypp/repos.d # zypper refresh

Repository 'SLES12-12-0' is up to date.

Repository 'SLES12-Pool' is up to date.

Repository 'SLES12-Updates' is up to date.

Retrieving repository 'EDB Postgres Advanced Server 12 12 - x86_64'

metadata -----------------------[\]

Authentication required for

'https://zypp.enterprisedb.com/12/suse/suse-12-x86_64'

User Name:

Password:

Retrieving repository 'EDB Postgres Advanced Server 12 12 - x86_64'

metadata...................................[done]

Building repository 'EDB Postgres Advanced Server 12 12 - x86_64'

cache..........................[done]

All repositories have been refreshed.

...

3.1. EDB-ODBCのインストール 11
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User Nameと Passwordの入力を求められたら、EnterpriseDBリポジトリの接続認証情報を入力します。資格

情報が必要な場合は、`EnterpriseDBにお問い合わせください<https://www.enterprisedb.com/repository-access-
request/>`_。

EDBPostgresAdvancedServerまたはサポートコンポーネントをインストールする前に、SUSEConnectと SUSEPa-

ckageHub拡張を SLESホストに追加し、ホストを SUSEに登録して、SUSEリポジトリへのアクセスを許可する

必要があります。次のコマンドを使用します。

zypper install SUSEConnect

SUSEConnect -p PackageHub/12/x86_64

SUSEConnect -p sle-sdk/12/x86_64

SUSE ホストの登録の詳細については、ここをクリックしてください<https://www.suse.com/support/kb/doc/?id=

7016626/>`_。

次に、zypperユーティリティを使用してコネクタをインストールします。

zypper install edb-odbc

zypper install edb-odbc-devel

12 第 3 章 EDB-ODBCの概要
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3.1.3 Debianまたは Ubuntuホストへの DEBパッケージのインストール

Debian または Ubuntu ホストに DEB パッケージをインストールするには、EnterpriseDB リポジトリへのアクセ

スを許可する資格情報が必要です。リポジトリの認証情報をリクエストするには、ここをクリックしてください

<https://www.enterprisedb.com/repository-access-request/>`_。

次の手順では、EnterpriseDBaptリポジトリを使用して DEBパッケージをインストールする方法について説明しま

す。コマンドを使用する場合、 usernameと passwordを EnterpriseDBによって提供される資格情報に置き換

えます。

1. スーパーユーザー権限を想定します。

sudo su -

2. EnterpriseDBリポジトリを設定します。

sh -c 'echo "deb

https://username:password@apt.enterprisedb.com/$(lsb_release

-cs)-edb/ $(lsb_release -cs) main" >

/etc/apt/sources.list.d/edb-$(lsb_release -cs).list'

3. 安全な APTリポジトリのサポートをシステムに追加します。

apt-get install apt-transport-https

4. EBD署名鍵を追加します。

wget -q -O - https://username:password

@apt.enterprisedb.com/edb-deb.gpg.key \| apt-key add -

5. リポジトリのメタデータを更新します。

apt-get update

6. DEBパッケージをインストールします。

apt-get install edb-odbc

apt-get install edb-odbc-dev

3.1. EDB-ODBCのインストール 13
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3.1.4 グラフィカルインストーラーを使用したコネクタのインストール

EnterpriseDB コネクタインストールウィザードを使用して、システムに ODBC コネクタを追加できます。ウィ

ザードは `ここにあります<https://www.enterprisedb.com/advanced-downloads/>`_。

インストーラーをダウンロードし、インストーラーアイコンを右クリックして、コンテキストメニューから [0]を

選択します。

Language Selectionポップアップが開いたら、インストール言語を選択し、OKをクリックして Setupウィ

ンドウ（下図に示す）に進みます。

図 1 ODBCコネクタインストールウィザード。

Nextをクリックして続行します。

Installation Directoryダイアログを使用してコネクタをインストールするディレクトリを指定し、Next

をクリックして続行します。

Ready to Installダイアログの Nextをクリックしてインストールを開始します。ポップアップダイアログ

は、インストールウィザードの進行状況を確認します。

セットアップが完了したことがウィザードから通知されたら、 Finishボタンをクリックしてダイアログを終了

14 第 3 章 EDB-ODBCの概要
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図 2 インストールダイアログ。

図 3 [インストールの準備完了]ダイアログ。

3.1. EDB-ODBCのインストール 15
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図 4 インストールが完了しました。

します。

StackBuilderPlusを使用して、既存の AdvancedServerインストールでコネクタを追加または更新することもできま

す。StackBuilderPlusを開くには、Windowsアプリメニューまたは Linuxの Startメニューから StackBuilderPlus

を選択します。

図 5 StackBuilderPlusの起動

StackBuilderPlusが開いたら、画面の指示に従います。ツリーコントロールの Database Driversノードから

EnterpriseDB ODBC Connectorオプションを選択します。

16 第 3 章 EDB-ODBCの概要



ODBC Connector, リリース 12.00.0000.01

図 6 コネクターインストーラーの選択

画面上のウィザードの指示に従って、EnterpriseDBコネクタのインストールを追加または更新します。

3.1. EDB-ODBCのインストール 17
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第 4章

データソースの作成

クライアントアプリケーションがサーバーとの接続を確立しようとすると、通常、データソース名（``DSN``とも

呼ばれます）が提供されます。ドライバーマネージャーは、ODBC構成データベースを調べて、アプリケーション

が提供する DSNと名前が一致するデータソースを探します。

Linuxまたは Unixホストでは、データソースはファイルで定義されます。このファイルの名前は通常/etc/odbc.ini

ですが、名前（および場所）は異なる場合があります。次のコマンドを使用して、unixODBCがデータソース定義

を検索している場所を確認します。

$ odbc_config --odbcini --odbcinstini

Windowsホストでは、データソースは通常、Windowsレジストリで定義されます。

データソース定義（``ファイル DSN``と呼ばれる）を任意のプレーンテキストファイルに保存することもできます。

EDB-ODBCドライバーの一般的なデータソース定義は次のようになります。

$ cat /etc/odbc.ini

[EnterpriseDB]

Description = EnterpriseDB DSN

Driver = EnterpriseDB

Trace = yes

TraceFile = /tmp/odbc.log

Database = edb

Servername = localhost

UserName = enterprisedb

Password = manager

Port = 5444

データソースの最初の行はデータソース名です。名前は、角括弧で囲まれた一意の識別子です。データソース名

の後には、データソースを構成する個々の接続プロパティを識別する一連の 'keyword=value'のペアが続き

ます。

ODBC 管理ユーティリティは、ODBC 接続用の名前付きデータソースを作成します。ほとんどの場合、ODBC

管理者ユーティリティはオペレーティングシステムと共に配布されます（Windows または unixODBC を使用し
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ている場合、ツールは ODBC Data Source Administratorと呼ばれます）。オペレーティングシステムに

ODBC管理者が含まれていない場合は、サードパーティのオプションをオンラインで利用できます。

セ ク シ ョ ン Adding a Data Source Definition in Windows と Adding a Data Source

Definition in Linux では、各オペレーティングシステムで利用できるグラフィカルツールを使用して、

Windowsと Linuxにデータソースを追加する方法を説明しています。データソースを定義するプロセス中に、一

連の接続プロパティを指定するように求められます。セクション EDB-ODBC Connection Propertiesには

optionalデータソース接続プロパティに関する情報が含まれています。グラフィカルツールで接続プロパティ

を指定するか、テキストエディターで odbc.iniファイルを編集できます。

20 第 4 章データソースの作成
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第 5章

EDB-ODBC接続プロパティ

The following table describes the connection properties that you can specify through the dialogs in the graphical

connection manager tools, or in the odbc.ini file that defines a named data source. The columns identify the

connection property (as it appears in the ODBC Administrator dialogs), the corresponding keyword (as it appears in

the odbc.ini file), the default value of the property, and a description of the connection property.

Property キーワード名 デフォルト値 説明

データベース データベース なし 接続しているデータベースの名前。

Driver Driver EDB-ODBC ODBCドライバーの名前。

サーバ サーバー名 ローカルホスト 接続するサーバーの名前または IP アドレ

ス。

dbms_name dbms_name EnterpriseDB データベースシステム。EnterpriseDB ま

たは PostgreSQLのいずれか。

説明 説明 データソースの説明的な名前。

ユーザー名 ユーザー名 このデータソースがサーバーへの接続に使

用するユーザーの名前。

パスワード パスワード この名前付きデータソースに関連付けられ

ているユーザーのパスワード。

CPTimeout CPTimeout 0 接続がタイムアウトするまでの秒数（接続

プーリング環境）。

Port Port 5444 ポストマスターがリッスンしている TCP

ポート。

プロトコル プロトコル 7.4 指定した場合、ドライバーに指定されたプ

ロトコルバージョンを使用するように強制

します。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

Property キーワード名 デフォルト値 説明

エラー時のロール

バックのレベル

[プロトコル] オプ

ションを使用して、

ロールバック動作

を指定します。

トランザクション

レベル

ドライバーがエラーを処理する方法を指定

します。

0-ロールバックしない

1-トランザクションをロールバックします

2-ステートメントをロールバックする

使用回数 UsageCount 1 このドライバを使用しているインストール

の数。

読み取り専用 読み取り専用 番号 接続が READONLY であることを指定し

ます。

システムテーブル

を表示

ShowSystemTables 番号 有効にすると、ドライバーは SQLTables（）

関数の結果セットでシステムテーブルを報

告します。

OID オプション:列

の表示

ShowOidColumn 番号 有効な場合、SQLColumns（）関数は OID

列を報告します。

OID オプション:偽

のインデックス

FakeOidIndex 番号 有効な場合、SQLStatistics（）関数は、各

OID 列に一意のインデックスが存在する

ことを報告します。

キーセットクエリ

の最適化

KSQO オン 有効にすると、キーセットクエリ（MSJet

データベースエンジンによって生成され

る）のサーバー側サポートが適用されま

す。

一意のインデック

スを認識する

UniqueIndex オン 有効にすると、SQLStatistics（）関数は一

意のインデックスを報告します。有効でな

い場合、SQLStatistics（）関数は、インデッ

クスが重複する値を許可することを報告し

ます。

宣言/フェッチを使

用する

UseDeclareFetch オフ 有効にすると、ドライバーはサーバー側

カーソルを使用します。UseDeclareFetch

を有効にするには、値 1 を指定します。

UseDeclareFetch を無効にするには、値 0

を指定します。

CommLog CommLog オフ 有効にすると、すべてのクライアント/サー

バートラフィックがログファイルに記録さ

れます。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

Property キーワード名 デフォルト値 説明

文の解析 解析 オフ 有効にすると、ドライバーは、SQLNum-

ResultCols（）、SQLDescribeCol（）、また

は SQLColAttributes（）関数を呼び出すと

きに単純な SELECT ステートメントを解

析します。

FreeStmt としてキ

ャンセル

CancelAsFreeStmt オフ 有効な場合、SQLCancel（）関数はユーザー

に代わって SQLFreeStmt（SQL_Close）を

呼び出します。

MyLog デバッグ オフ 有効にすると、ドライバーはその作業をロ

グファイルに記録します。Windowsでは、

ファイル名は C:/mylog_です。<process-

id>;Linuxでは、ファイル名は/tmp/mylog_

です。<username><process-id>。ログ。

不明なサイズ 不明なサイズ 最大 SQLDescribeCol（）および SQLColAt-

tributes（）関数が列のサイズを計算する

方法を決定します。タイプに許可されてい

る最大サイズをドライバーに報告させるに

は、0を指定します。ドライバーに不明な

長さを報告させるには 1を指定し、最長の

値を見つけるためにドライバーに結果セッ

トを強制的に探索させるには 2を指定しま

す。UseDeclareFetch を有効にしている場

合は、2を指定しないでください。

LongVarcharとして

のテキスト

長いテキスト var-

char

8190 有効にすると、ドライバーは TEXT 列を

SQL_LONGVARCHAR型であるかのよう

に扱います。無効にすると、ドライバー

は TEXT 列を SQL_VARCHAR 値として

扱います。

LongVarcharとして

不明

LONGVARCHAR 誤り 有効にすると、ドライバーは不明なタイ

プの値を SQL_LONGVARCHAR 値とし

て扱います。チェックされていない場

合、ドライバーは不明なタイプの値を

SQL_VARCHAR 値として扱います。デ

フォルトでは、不明なタイプの値は Y値と

して扱われます。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

Property キーワード名 デフォルト値 説明

Char としてのブー

ル

BoolsAsChar オン 有効にすると、ドライバーは BOOL 列を

SQL_CHAR値として扱います。無効にす

ると、BOOL列は SQL_BIT値として扱わ

れます。

マックス・バーチ

ャー

MaxVarcharSize 255 有効にすると、ドライバーは MaxVar-

CharSize より長い VARCHAR および

BPCHAR 値を SQL_LONGVARCHAR 値

として扱います

最大ロング Varchar

サイズ

MaxLongVarcharSize 8190 TextAsLongVarChar がオンの場合、ドラ

イバーは TEXT値がMaxLongVarcharSize

バイト長であることを報告します。

UnknownAsLongVarChar がオンの場合、

不明なタイプの列の長さは MaxLongVar-

charSizeバイトです。それ以外の場合、そ

れらは MaxVarcharSize バイトの長さであ

ると報告されます。

キャッシュサイズ フェッチ 100 UseDeclareFetch が有効な場合に、ドライ

バーによってフェッチされる行数を決定し

ます。

SysTable プレフィ

ックス

ExtraSysTablePrefixes dd_; SysTablePrefixes フィールドを使用して、

テーブルがシステムテーブルであることを

示すプレフィックスのセミコロン区切りリ

ストを指定します。デフォルトでは、リス

トには dd_;が含まれています。

挿入の累積行数 MapSqlParcNoBatch オフ/0 有効になっている場合、SQLRowCount（）

関数は、INSERT ステートメントのパラ

メーター設定の配列全体の単一の累積行

カウントを返します。無効にすると、個々

の行数がパラメーター設定ごとに返されま

す。デフォルトでは、このオプションは無

効になっています。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

Property キーワード名 デフォルト値 説明

LF&lt;-&gt;CR/LF

変換

LFConversion システム依存 LF&lt;-&gt;CR/LF変換オプションは、サー

バーから文字値をフェッチするときに改行

文字を改行/改行ペアに変換し、改行/改行

ペアを改行に戻すようにドライバーに指示

します文字値をサーバーに送信するときの

文字。デフォルトでは、このオプションは

有効になっています。

更新可能なカーソ

ル

更新可能なカーソ

ル

オフ SQLSetPos（）または SQLBulkOperations

（）関数を使用して、位置付けされた UP-

DATEおよび DELETE操作を許可します。

ByteaasLongVarBinaryByteaAsLongVarBinaryオフ 有効にすると、ドライバーは BYTEA値を

SQL_LONGVARBINARY型であるかのよ

うに扱います。無効にすると、BYTEA値

は SQL_VARBINARY 値として扱われま

す。

ByteaasLO ByteaAsLO 誤り 有効にすると、ドライバーは BYTEA値を

ラージオブジェクトであるかのように扱い

ます。

行のバージョン管

理

RowVersioning オフ [行のバージョン管理] オプション

は、テーブルの列を報告するときに

ドライバーが xmin 列を含めるかど

うかを指定します。xmin 値は、行を

作成したトランザクションの ID です。

SQL_CONCURRENCY=SQL_CONCUR_ROWVER

であるカーソルを作成する場合は、行の

バージョン管理を使用する必要がありま

す。

Disallow Premature DisallowPremature いいえ/0 クエリを実行せずにクエリに関する情報

を取得しようとした場合のドライバーの動

作を決定します。はいの場合、ドライバは

クエリのカーソルを宣言し、カーソルから

メタデータをフェッチします。いいえの場

合、ドライバーは、メタデータを要求する

とすぐにコマンドを実行します。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

Property キーワード名 デフォルト値 説明

True is -1 TrueIsMinus1 オフ/0 TrueIsMinus1 は、TRUE の BOOL 値を-1

として返すようにドライバーに指示しま

す。このオプションが有効になっていな

い場合、ドライバーは TRUEの BOOL値

を 1 として返します。ドライバーは常に

FALSEの BOOL値を 0として返します。

サーバー側の準備 UseServerSidePrepare いいえ/0 有効にすると、ドライバーは PREPAREコ

マンドと EXECUTEコマンドを使用して、

準備/実行モデルを実装します。

GSSAPI を GSS リ

クエストに使用す

る

GssAuthUseGSS 誤り/0 True/1 に設定すると、ドライバーは GSS-

API 認証要求をサーバーに送信します。

Windowsのみ。

Int8As とともに 0 BI の値は、ドライバーが BIGINT 値を処

理する方法を決定します。

SQL_BIGINTとして-5の場合、

SQL_NUMERICとして 2の場合、

SQL_DOUBLEとして 8の場合、

SQL_INTEGERとして 4の場合、

SQL_VARCHARとして 12の場合、

0（MSJet クライアント上）の場合、

SQL_NUMERICとして、

他 の ク ラ イ ア ン ト で 0 の 場 合 、

SQL_BIGINTとして。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

Property キーワード名 デフォルト値 説明

追加オプション から 0x0 0x1-短い形式のフォーマットされた接続

文字列を強制的に出力します。MFCC-

Database クラスを使用している場合は、

このオプションを指定します。

0x2-MSAccess が PostgreSQL のシリアル

タイプをオートナンバータイプとして認識

できるようにします。

0x4-アプリケーションからの問い合わせに

対して ANSI文字タイプを返します。この

オプションは、Unicodeデータの処理が難

しいアプリケーションに指定します。

0x8-設定されている場合、NULL日付は空

の文字列として報告され、空の文字列は入

力時に NULL日付として解釈されます。

0x10-SQLGetInfo がすべてのテーブルに

関する情報を返すか、アクセス可能なテー

ブルのみを返すかを決定します。設定され

ている場合、アクセス可能なテーブルの情

報のみが返されます。

0x20-設定されている場合、各 SQLコマン

ドは個別のネットワークラウンドトリップ

で処理されます。それ以外の場合、SQLコ

マンドは可能な限り少ないラウンドトリッ

プにグループ化され、ネットワーク遅延を

削減します。

接続設定 ConnSettings ドライバーがサーバーに接続するときに実

行される SQL コマンドのセミコロン区切

りリストが含まれています。

/ ソケット 4096 ドライバーがクライアントに接続するた

めに使用するバッファーサイズを指定しま

す。

/ 横たわる オフ 有効にすると、ドライバーはサポートされ

ていない ODBC 機能をサポートすると主

張します。

小文字の識別子 LowerCaseIdentifier オフ 有効にすると、ドライバーは識別子を小文

字に変換します。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

Property キーワード名 デフォルト値 説明

遺伝的オプティマ

イザを無効にする

オプティマイザ はい/1 遺伝的クエリオプティマイザを無効にしま

す。

キーセットを許可 更新可能なカーソ

ル

はい/1 キーセットドリブンカーソルを許可する

SSLモード SSLMode 無効 libpq（およびその依存関係）が EDB-ODBC

ドライバーと同じディレクトリにインス

トールされている場合、SSLモードを有効

にすると、SSLおよびその他のユーティリ

ティを使用できます。

省略された接続文

字列を強制

CX いいえ/0 接続文字列の省略形を強制するオプション

を有効にします。

偽のMSS FakeOidIndex いいえ/0 MSSQLServerになりすまして、MSAccess

が PostgreSQLのシリアルタイプをオート

ナンバータイプとして認識できるようにし

ます。

BDE環境 BDE いいえ/0 このオプションを有効にすると、EDB-

ODBC が BorlandDatabaseEngine 準拠の

出力（Unicode に関連）に対応するよう

に調整されます。

XA_Opt INI_XAOPT はい/1 有効になっている場合、SQL_TABLESの

呼び出しには、ユーザーがアクセスできる

テーブルのみが含まれます。
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5.1 Windowsでのデータソース定義の追加

WindowsODBC Data Source Administratorは、名前付きデータソースを作成するグラフィカルインター

フェイスです。 Control Panelに移動して Administrative Toolsメニューを開き、適切な ODBC Data

Sourcesアイコン（ 32- or 64- bit）をダブルクリックすると、ODBC Data Source Administrator

を開くことができます。

図 1 Windowsデータソースアドミニストレーター

Add ボタンをクリックして Create New Data Source ダイアログを開きます。ドライバのリストから

EnterpriseDB (ANSI)または EnterpriseDB (UNICODE)を選択し、 Finishをクリックします。

EnterpriseDBODBCDriverダイアログが開きます。

ダイアログのフィールドを使用して、名前付きデータソースを定義します。

• Databaseフィールドにデータベース名を入力します。

• AdvancedServerのホスト名または IPアドレスを Serverフィールドに入力します。

• ユーザーの名前を User Nameフィールドに入力します。

• 名前付きのデータソースのわかりやすい名前を Descriptionフィールドに入力します。
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図 2 CreateNewDataSourceダイアログ

• libpq が EDB-ODBC ドライバーと同じディレクトリにインストールされている場合、 SSL Mode ラベル

の横にあるドロップダウンリストボックスがアクティブになり、SSLおよびその他の AdvancedServerユー

ティリティを使用できるようになります。

• デフォルトのポート番号（5444）を受け入れるか、 Portフィールドに別の番号を入力します。

• Passwordフィールドにユーザーのパスワードを入力します。

Optionsボックスにある Datasourceボタンを使用して Advanced Optionsダイアログを開き、接続プロ

パティを指定します。

Globalボタンをクリックすると、EDB-ODBCドライバー（データソースではなくドライバー自体）のログオプ

ションを指定できるダイアログが開きます。

• 遺伝的クエリオプティマイザーを無効にするには、 Disable Genetic Optimizerの横のボックスを

オンにします。デフォルトでは、クエリオプティマイザーは onです。

• キーセットクエリのサーバー側サポートを有効にするには、 KSQO (Keyset Query Optimization)
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図 3 データソースを定義します

の横のボックスをオンにします。デフォルトでは、 Keyset Query Optimizationは onです。

• Recognize Unique Indexes の横のボックスをチェックして、 SQLStatistics() 関数に一意の

インデックスを報告させる; オプションがチェックされていない場合、 SQLStatistics() 関数はすべ

てのインデックスが重複した値を許可することを報告します。デフォルトでは、 Recognize Unique

Indexesは onです。

• アプリケーションが SELECT コマンドを実行するたびにドライバーがサーバー側カーソルを使用するよ

うに指定するには、 Use Declare/Fetch の横のボックスをチェックします。デフォルトでは、 Use

Declare/Fetchは offです。

• CommLog (C:/psqlodbc_xxxx.log) の横にあるボックスをチェックして、すべてのクライアント/

サーバートラフィックをログファイルに記録します。デフォルトでは、ロギングは offです。

• Check the box next to Parse Statements to specify that the driver (rather than the server) should attempt

to parse simple SELECT statements when you call the SQLNumResultCols(), SQLDescribeCol(), or

SQLColAttributes() function. By default, this option is off.

• Cancel as FreeStmt (Exp) の隣にあるボックスをチェックして、 SQLCancel()関数があなたに

代わって SQLFreeStmt(SQLClose)を呼び出すように指定します。デフォルトでは、このオプションは

offです。

• MyLog (C:/mylog_xxxx.log)の横のボックスをチェックして、ログファイルにドライバーアクティ

ビティの詳細な記録を記録します。ログファイルの名前は c:/mylog/_/ *process-id*.log です。
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図 4 詳細オプションダイアログのページ 1

デフォルトでは、ロギングは offです。

不明なサイズボックスのラジオボタンは、 SQLDescribeCol() および SQLColAttributes() 関数が未

知のタイプの列のサイズを計算する方法を指定します（既知のデータタイプのリストについては、セクション

Supported Data Typesを参照してください）。

• Choose the button next to Maximum to specify that the driver report the maximum size allowed for a

VARCHAR or LONGVARCHAR (dependent on the Unknowns as LongVarChar setting). If Unknowns

as LongVarChar is enabled, the driver returns the maximum size of a LONGVARCHAR (specified in the Max

LongVarChar field in the Miscellaneous box). If Unknowns as LongVarChar is not enabled, the

driver returns the size specified in the Max VarChar field (in the Miscellaneous box).
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• Choose the button next to Don’t know to specify that the driver report a length of "unknown".

• ドライバーが結果セットを検索し、見つかった最も長い値を報告することを指定するには、 Longestの横

にあるボタンを選択します。（注:UseDeclareFetchが有効になっている場合は Longestを指定しない

でください。）

Data Type Optionsボックスのプロパティは、ドライバーが特定のタイプの列を処理する方法を決定します:

• Check the box next to Text as LongVarChar to treat TEXT values as if they are of type

SQL_LONGVARCHAR. If the box is not checked, the driver will treat TEXT values as SQL_VARCHAR values.

By default, TEXT values are treated as SQL_LONGVARCHAR values.

• Check the box next to Unknowns as LongVarChar to specify that the driver treat values of unknown type

as SQL_LONGVARCHAR values. If unchecked, the driver will treat values of unknown type as SQL_VARCHAR

values. By default, values of unknown type are treated as SQL_VARCHAR values.

• Check the box next to Bools as Char to specify that the driver treat BOOL values as SQL_CHAR values. If

unchecked, BOOL values are treated as SQL_BIT values. By default, BOOL values are treated as SQL_CHAR

values.

Miscellaneousボックスのフィールドで、名前付きデータソースに関連付けられている一部のプロパティの値

を指定できます。

• Max VarCharフィールドの VARCHAR値に許可される最大長を示します。デフォルトでは、この値は 255

に設定されています。

• Max LongVarCharフィールドに LONGVARCHAR値に許可される最大長を入力します。デフォルトでは、

この値は 8190に設定されています。

•（ UseDeclareFetchが有効な場合）ドライバーがフェッチする行数を Cache Sizeフィールドで指定

します。デフォルト値は 100です。

• テーブルがシステムテーブルであることを示すプレフィックスのセミコロン区切りリストを指定するには、

SysTablePrefixesフィールドを使用します。デフォルトでは、リストには dd_ ;が含まれています。

Defaultsボタンを選択すると、このダイアログの値をデフォルト設定にリセットできます。

データソースのプロパティに変更を適用するには Applyボタンをクリックし、変更を適用せずにダイアログを終

了するには Cancelボタンをクリックします。 OKボタンを選択してダイアログに変更を適用し、終了します。

Advanced Optionsダイアログの左上隅にある Page 2ボタンを選択して、2つ目の詳細オプションセットに

アクセスします。

• ドライバーが次のコマンドを実行しないようにするには、 Read Only の横のチェックボックスをオ

ンにします:INSERT 、 UPDATE 、 DELETE 、 CREATE 、 ALTER 、 DROP 、 GRANT 、 REVOKE ま

たは LOCK 。 Read Only オプションを呼び出すと、ODBC のプロシージャコールエスケープ構文

（ call=procedure-name?）を使用する呼び出しも防止されます。デフォルトでは、このオプションは

offです。
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図 5 詳細オプションダイアログのページ 2

• Show System Tablesの横にあるボックスをチェックして、 SQLTables()関数の結果セットにシス

テムテーブルを含めます。このオプションが有効になっている場合、ドライバーは、名前が pg/_で始まる

テーブル、または Advanced Optionsダイアログの Page 1の SysTablePrefixesフィールドにリ

ストされているプレフィックスのいずれかを含めます。デフォルトでは、このオプションは offです。

• Show sys/dbo Tables [Access]の横のボックスにチェックを入れて、ODBCデータソースを介し

て sysスキーマと dboスキーマのオブジェクトにアクセスします。デフォルトでは、このオプションは有

効になっています（チェックされています）。

• Check the box next to Cumulative Row Count for Insert to cause a single, cumulative row count

to be returned for the entire array of parameter settings for an INSERT statement when a call to the

SQLRowCount() method is performed. If this option is not enabled (the box is not checked), then an in-
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dividual row count is available for each parameter setting in the array, and thus, a call to SQLRowCount()

returns the count for the last inserted row.

• LF<->CR/LF変換の横のボックスをチェックして、サーバーから文字値をフェッチするときに改行文字を

改行/改行ペアに変換し、改行/改行ペアを改行に変換するようドライバーに指示します-文字値をサーバーに

送信するときに文字をフィードします。デフォルトでは、このオプションは有効になっています。

• Updatable Cursors の横にあるボックスをチェックして、ドライバーが SQLSetPos() または

SQLBulkOperations() 機能で UPDATE および DELETE の位置決め操作を許可する必要があること

を指定します。デフォルトでは、このオプションは有効になっています。

• Check the box next to bytea as LO to specify that the driver should treat BYTEA values as if they are

SQL_LONGVARBINARY values. If the box is not checked, EDB-ODBC will treat BYTEA values as if they are

SQL_VARBINARY values. By default, BYTEA values are treated as SQL_VARBINARY values.

• テーブルの列を報告するときに xmin 列を含めるには、 Row Versioning の横のボックスを

オンにします。 xmin 列は行を作成したトランザクションの ID です。 SQL_CONCURRENCY =

SQL_CONCUR_ROWVER のカーソルを作成する場合は、行のバージョン管理を使用する必要がありま

す。デフォルトでは、 Row Versioningは offです。

• Check the box next to Disallow Premature to specify that the driver should retrieve meta-data about a

query (i.e., the number of columns in a result set, or the column types) without actually executing the query.

If this option is not specified, the driver executes the query when you request meta-data about the query. By

default, Disallow Premature is off.

• 0の横のボックスをチェックして、 Trueの 1の値を -1として返すようにドライバーに指示します。この

オプションが有効でない場合、ドライバは Trueの 1値を 1として返します。ドライバは常に Falseの 1

値を 0として返します。

• Server side prepareの横にあるボックスをチェックして、 PREPAREおよび EXECUTEコマンドを

使用して Prepare/Executeモデルを実装するようドライバーに指示します。デフォルトでは、このボッ

クスはチェックされています。

• use gssapi for GSS request の横のボックスをチェックして、サーバーに GSSAPI 接続要求を送

信するようドライバーに指示します。

• Enter the database system (either EnterpriseDB or PostgreSQL) in the dbms_name field. The value

entered here is returned in the SQL_DBMS_NAME argument when the SQLGetInfo() function is called. The

default is EnterpriseDB.

Int8 Asボックスのラジオボタンを使用して、ドライバーがクライアントに BIGINT値を返す方法を指定します。

defaultの横にあるラジオボタンを選択して、クライアントがMSJetの場合は NUMERIC、クライアントが他の

ODBCクライアントの場合は BIGINTのデフォルトタイプを指定します。オプションで、ドライバーが BIGINT

の値を bigint (SQL_BIGINT)、numeric (SQL_NUMERIC)、varchar (SQL_VARCHAR)、double

(SQL_DOUBLE)、または int4 (SQL_INTEGER)として返すように指定できます。
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The default value of the Extra Opts field is 0x0. Extra Opts may be:

オプション 指定する

0x1 短い形式の接続文字列を強制的に出力します。MFCCDatabaseクラスを使用している場

合は、このオプションを選択します。

0x2 MSAccess が PostgreSQL のシリアルタイプをオートナンバータイプとして認識できる

ようにします。

0x4 アプリケーションからの問い合わせに対して ANSI 文字タイプを返します。Unicode

データの処理が困難なアプリケーションには、このオプションを選択してください。

0x8 設定されている場合、NULL日付は空の文字列として報告され、空の文字列は入力時に

NULL日付として解釈されます。

0x10 SQLGetInfo がすべてのテーブルに関する情報を返すか、アクセス可能なテーブルのみ

を返すかを決定します。設定されている場合、アクセス可能なテーブルの情報のみが返

されます。

0x20 設定されている場合、各 SQLコマンドは個別のネットワークラウンドトリップで処理さ

れます。それ以外の場合、SQLコマンドはできるだけ少ないラウンドトリップにグルー

プ化され、ネットワーク遅延を削減します。

Protocol ボックスには、特定のフロントエンド/バックエンドプロトコルバージョンを使用してサーバーと対

話するようにドライバーに指示するラジオボタンが含まれています。デフォルトでは、選択された Protocolは

7.4+です。オプションで、バージョン 6.4+、 6.3、または 6.2から選択できます。

Level of Rollback on errorsボックスには、ドライバーがエラー処理を処理する方法を指定するラジオ

ボタンが含まれています:

オプション 指定する

トランザクション ドライバでエラーが発生すると、現在のトランザクションがロールバックされます。

ステートメント ドライバでエラーが発生すると、現在のステートメントがロールバックされます。

いいえ ドライバでエラーが発生した場合は、アプリケーションを続行する前に、現在のトラン

ザクションを手動でロールバックする必要があります。

OID Optionsボックスには、いくつかのテーブルに含まれている OID列をドライバーが公開する方法を制御す

るオプションが含まれています:

• Check the box next to Show Column to include the OID column in the result set of the SQLColumns()

function. If this box is not checked, the OID column is hidden from SQLColumns().

• Fake Columns の隣のボックスをチェックして、 SQLStatistics() 関数が各 OID 列に一意のイン

デックスが存在することを報告することを指定します。

Connect Settingsフィールドを使用して、この接続を開くときにドライバーが使用するパラメーター割り当

てのリストを指定します。 SETステートメントで変更できる設定パラメータは、セミコロンで区切られたリスト
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に含めることができます。例えば:

set search_path to company1,public;

名前付きデータソースの接続プロパティを定義したら、 Applyボタンをクリックしてオプションを適用します。

オプションで Cancelを選択すると、オプションを保存せずに終了できます。オプションを保存して終了するに

は、 OKボタンを選択します。

（ EnterpriseDB ODBC Driver ダイアログの） Global ボタンを選択して Global Settings ダイアロ

グを開きます。このダイアログのオプションは、EDB-ODBCドライバーのロギングオプションを制御します。こ

のダイアログを使用して、名前付きデータソースなしでドライバーを使用する場合、または接続文字列が解析され

る前に発生するドライバー操作をログに記録する場合に、ログを適用します。

図 6 グローバル設定ダイアログ

• CommLog フィールドの横にあるチェックボックスをオンにして、すべてのクライアント/サーバート

ラフィックをログファイルに記録します。ログファイルの名前は C:/psqlodbc_process-id で、

process-idは使用中のプロセスの名前です。

• ドライバーのアクティビティのログファイルを保持するには、 Mylog フィールドの横にあるボックスを

チェックします。ログファイルの名前は c:/mylog_process-idで、 process-idは使用中のプロセ

スの名前です。

• Folder for loggingフィールドでログファイルの場所を指定します。

名前付きデータソースの接続情報を入力したら、 Testボタンをクリックして、ドライバーマネージャーが定義済
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みのデータソースに接続できることを確認します。

図 7 接続に成功しました

OKボタンをクリックして Connection Testダイアログを終了します。接続が成功したら、Saveボタンをク

リックして名前付きデータソースを保存します。接続の確立に問題がある場合は、パラメーターを調整して、もう

一度テストしてください。

38 第 5 章 EDB-ODBC接続プロパティ



ODBC Connector, リリース 12.00.0000.01

5.2 Linuxでのデータソース定義の追加

The Linux ODBC Administrator is a graphical tool that is distributed with unixODBC; you can use the ODBC

Administrator to manage ODBC drivers and named resources. To add the ODBC Administrator to your system,

open a terminal window, assume superuser privileges, and enter:

yum install unixODBC

に続く:

yum install unixODBC-kde

ODBC Administratorを呼び出すには、ターミナルウィンドウを開き、ODBCConfigと入力します。

図 8 unixODBCデータソースアドミニストレーター
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AdvancedServer Connectorsコンポーネントをインストールすると、ODBアドミニストレーターのドライバー

のリストに EDB-ODBC ドライバーが追加されます。 Advanced をクリックし、 Drivers タブを選択して、

enterprisedbドライバがリストに表示されることを確認します。

図 9 [ドライバー]タブには、インストールされている EDB-ODBCドライバーが表示されます

EDB-ODBCドライバーがドライバーのリストに表示されない場合は、 ODBC Administratorを使用して追加

できます。ドライバー定義を追加するには、 Driversタブを選択し、 Addをクリックします。以下に示すよう

に、 Driver Properties (new)ウィンドウが開きます:

Driver Propertiesウィンドウに入力して、EDB-ODBCドライバーをドライバーマネージャーに登録します:

• ドライバーの一意の名前を Nameフィールドに追加します。

• ドライバの説明を Descriptionフィールドに追加します。

• EDB-ODBCドライバーの場所へのパスを Driverフィールドに追加します。デフォルトでは、ドライバー

への完全なパスは次のとおりです。

/usr/edb/odbc/lib/edb-odbc.so
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図 10 [ドライバーのプロパティ]ウィンドウ

• EDB-ODBCドライバーセットアップファイルの場所へのパスを Setupフィールドに追加します。デフォ

ルトでは、ドライバセットアップファイルへの完全なパスは次のとおりです。

/usr/edb/odbc/lib/libodbcedbS.so

EDB-ODBCドライバーのドライバープロパティを記述したら、 OKをクリックします。[ODBCデータソースア

ドミニストレーター]ウィンドウには、使用可能な ODBCドライバーのリストに EDB-ODBCドライバーが含まれ

ています。

ドライバーマネージャーで使用できる EDB-ODBCドライバーを使用して、データソースを追加できます。左側の

パネルで Data Sourceの名前オプションをクリックし、追加するデータソース名のタイプに応じて適切な DSN

タブを選択します。

• Userタブを選択して、現在のユーザーのみが使用できる名前付きデータソースを追加します（データソー

スは /user/.odbc.iniに格納されます）。

• Systemタブを選択して、すべてのユーザーが利用できる名前付きデータソースを追加します。すべてのシ

ステムデータソースは 1つのファイル（通常は /etc/odbc.ini）に保存されます。

• Fileタブを選択して、すべてのユーザーが使用できる名前付きデータソースを追加しますが、これは選択

したファイルに保存されます。

適切なタブを選択し、 Addをクリックします。以下に示すように、 Create a New Data Source…ウィン

ドウが開きます:

リストから EDB-ODBCドライバーを選択し、 OKをクリックして Data Source Propertiesウィンドウを

開きます。
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図 11 [ドライバー]タブには新しいドライバーの定義が表示されます

図 12 名前付きデータソースのドライバーを選択してください
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EDB-ODBCドライバーの接続プロパティを指定して、 Data Source Properties (new)ウィンドウに入

力します。

• Nameフィールドにデータソース名を入力します。

• 名前の付いたデータソースの説明を Descriptionフィールドに入力します。

• unixODBCドライバーには、ODBCアプリケーションが行った一連の呼び出しをログファイルに記録する

トレースユーティリティが含まれています。 Traceフィールドに Yesを指定して、トレースユーティリ

ティをオンにします。トレースユーティリティを使用すると、アプリケーションの速度が低下する可能性が

あることに注意してください。

• TraceFileフィールドを使用して、 Traceユーティリティから返された情報を受け取るファイルを指定

します。

• AdvancedServerデータベースの名前を Databaseフィールドに入力します。

• AdvancedServerのホスト名または IPアドレスを Servernameフィールドに入力します。

• ユーザーの名前を Usernameフィールドに入力します。

• Passwordフィールドにユーザーのパスワードを入力します。

• Portフィールドにポート番号を入力します（またはデフォルト値の 5444を受け入れます）。

• Protocolフィールドを使用して、フロントエンド/バックエンドのプロトコルバージョンを指定します。

デフォルト値は 7.4です。オプションで、プロトコルバージョン 7.4、6.4、6.3、または 6.2から選

択できます。

• ドライバーが次のコマンドを実行しないようにするには、 ReadOnly フィールドを使用して Yes を

指定します:INSERT 、 UPDATE 、 DELETE 、 CREATE 、`` ALTER 、 DROP 、 GRANT 、 REVOKE ま

たは LOCK 。 Read Only オプションを有効にすると、ODBC プロシージャコールエスケープ構文

（ call=procedure-name?）を使用する呼び出しも防止されます。デフォルトでは、ReadOnlyは No

に設定されています。

• テーブルの列を報告するときにドライバーが xmin 列を含める必要がある場合は、 RowVersioning

フィールドを使用して Yes を指定します。 xmin 列は行を作成したトランザクションの ID です。

SQL_CONCURRENCY = SQL_CONCUR_ROWVERのカーソルを作成する場合は、行のバージョン管理を使

用する必要があります。デフォルトでは、 Row Versioningは Noに設定されています。

• ドライバーが SQLTables() 関数の結果セットにシステムテーブルを含める必要がある場合は、

ShowSystemTables フィールドを使用して Yes を指定します。デフォルトでは、このフィールドは

Noに設定されています。

• Use the ShowOidColumn field to specify Yes if the driver should include the OID column in the result

set of the SQLColumns() function. If ShowOidColumn is set to No, the OID column is hidden from

SQLColumns(). By default, this option is set to No.

5.2. Linuxでのデータソース定義の追加 43



ODBC Connector, リリース 12.00.0000.01

図 13 データソースのプロパティウィンドウ
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• SQLStatistics()関数が各 OID列に一意のインデックスが存在することを報告する必要がある場合は、

FakeOidIndexフィールドを使用して Yesを指定します。これは、アプリケーションに一意の識別子が必

要であり、テーブルに一意の識別子が含まれていない場合に役立ちます。デフォルト値は Noです。

• ConnSettingsフィールドを使用して、この接続を開くときにドライバーが使用するパラメーター割り当

てのリストを指定します。

接続プロパティを定義したら、 OKをクリックします。
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新しいデータソースがデータソース名のリストに追加されます。

図 14 新しいデータソースがデータソース名リストに含まれています

46 第 5 章 EDB-ODBC接続プロパティ



47

第 6章

EDB-ODBCドライバーの機能

ODBC関数を使用して、ODBCに EDB-ODBCとサーバー間の接続のさまざまな属性に関する特定の情報を照会

できます。

• SQLGetInfo()は EDB-ODBCドライバーと AdvancedServerに関する情報を返します。

• SQLGetEnvAttr()は ODBC環境属性に関する情報を返します。

• SQLGetConnectAttr()は、個々の接続に固有の属性に関する情報を返します。

• SQLGetStmtAttr()は、個々のステートメントに固有の属性に関する情報を返します。

ODBC関数を使用して、ODBCとのインターフェースに使用するオブジェクトのさまざまな属性を設定すること

もできます。

• SQLSetConnectAttr()関数を使用して接続属性を設定します。

• SQLSetEnvAttr()関数を使用して環境属性を設定します。

• SQLSetStmtAttr()関数を使用してステートメント属性を設定します。

6.1 SQLGetInfo（）

The ODBC SQLGetInfo() function returns information about the EDB-ODBC driver and Advanced Server. You

must have an open connection to call SQLGetInfo(), unless you specify SQL_ODBC_VER as the info_type.

The signature for SQLGetInfo() is:

SQLRETURN SQLGetInfo

(

SQLHDBC *conn_handle*, // Input

SQLUSMALLINT *info_type*, // Input

SQLPOINTER *info_pointer*, // Output

SQLSMALLINT *buffer_len*, // Input

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

SQLSMALLINT \*\ *string_length_pointer* // Output

);

conn_handle

接続ハンドル。

info_type

SQLGetInfo（）が取得する情報のタイプ。

info_pointer

取得した値を保持するメモリバッファーへのポインター。

引数 info_type が SQL_DRIVER_HDESC または SQL_DRIVER_HSTMT の場合、 info_pointer 引数は

Inputと Outputの両方になります。

buffer_len

buffer_len is the length of the allocated memory buffer pointed to by info_pointer. If info_pointer is

NULL, buffer_len is ignored. If the returned value is a fixed size, buffer_len is ignored. buffer_len is

only used if the requested value is returned in the form of a character string.

string_length_pointer

string_length_pointerは SQLSMALLINT値へのポインタです。 SQLGetInfo()は要求された値のサイ

ズをこの整数に書き込みます。

A typical usage is to call SQLGetInfo() with a NULL info_pointer to obtain the length of the requested

value, allocate the required number of bytes, and then call SQLGetInfo() again (providing the address of the newly

allocated buffer) to obtain the actual value. The first call retrieves the number of bytes required to hold the value; the

second call retrieves the value.

戻り値のサイズが buffer_lenを超える場合、情報は切り捨てられ、 NULLは終了します。戻り値が固定サイズ

の場合、 string_lengthは無視されます（要求された値のサイズは SQLGetInfo()では提供されません）。

SQLGetInfo()は次のいずれかの形式で情報を書き込みます:

• SQLUINTEGERビットマスク

• SQLUINTEGERフラグ

• SQLUINTEGERバイナリ値

• SQLUSMALLINTの値

• NULLで終了する文字列
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SQLGetInfo() は SQL_SUCCESS 、 SQL_SUCCESS_WITH_INFO 、 SQL_ERROR 、ま た は

SQL_INVALID_HANDLEを返します。

次の表は、AdvancedServer接続に関して EDB-ODBCから返される情報を示しています。

表 1: EDB_ODBC

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_ACCESSIBLE_PROCEDURES:SQLProcedures

（）から返されたプロシージャをアプリケーションで

実行できるかどうかを示します。

Nを返します。SQLProcedures（）関数によって実行される

いくつかのプロシージャーは、アプリケーションによって

実行される場合があります。

SQL_ACCESSIBLE_TABLES:SQLTables（）によって

返されたすべてのテーブル名に対する SELECT 権限

がユーザーにあるかどうかを示します。

Nを戻します。ユーザーは、SQLTables（）関数によって戻

された 1 つ以上の表に対する選択特権を持っていない可能

性があります。

SQL_ACTIVE_CONNECTIONSprev。

SQL_MAX_DRIVER_CONNECTIONS:EDB-ODBC

がサポートできる接続の最大数を示します。

0を返します。許可される接続数に制限はありません。

SQL_ACTIVE_ENVIRONMENTS:EDB-ODBC がサ

ポートできるアクティブな環境の数。

0を返します。許可される環境の数に制限はありません。

SQL_ACTIVE_STATEMENTS 前 へ

SQL_MAX_CONCURRENT_ACTIVITIES:EDB-

ODBC がサポートできるアクティブなステートメン

トの最大数を示します。

0 を返します。許可されるアクティブなステートメントの

数に制限はありません。

SQL_AGGREGATE_FUNCTION:サーバーおよびド

ライバーでサポートされる集約関数を識別します。

SQL_AF_ALLを返します

SQL_ALTER_DOMAIN:サーバーでサポートされる

ALTERDOMAIN句を識別します。

0 を返します。ALTERDOMAIN 句はサポートされていま

せん。

SQL_ALTER_TABLE:サーバーがサポートする AL-

TERTABLE句を識別します。

SQL_AT_ADD_COLUMN、SQL_AT_DROP_TABLE_CONSTRAINT_CASCADE、

SQL_AT_DROP_TABLE_CONSTRAINT、

SQL_AT_CONSTRAINT_INITIALLY_DEFERRED、

SQL_AT_CONSTRAINT_INITIALLY_IMMEDIATE、

SQL_AT_CONSTRAINT_DEFERRABLEを返します

SQL_ASYNC_MODE:EDB-ODBCでサポートされる

非同期モードのレベル。

SQL_AM_NONE を返します。非同期モードはサポートさ

れていません。

SQL_BATCH_ROW_COUNT:ドライバーが行カウン

トを返す方法を示します。

SQL_BRC_EXPLICITを返します。行カウントは、SQLEx-

ecute または SQLExecDirect を呼び出して実行するときに

使用できます。
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表 1 – 前のページからの続き

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_BATCH_SUPPORT:バッチステートメント実行

のサポートを示します。

戻 り 値:SQL_BS_SELECT_EXPLICIT、

SQL_BS_ROW_COUNT_EXPLICIT。ド ラ イ バ ー は 、

結果セットと行数を生成するステートメントを含む明示的

なバッチをサポートします。

SQL_BOOKMARK_PERSISTENCE:ブックマークの

サポートのレベルを示します。

戻 り 値:SQL_BP_DELETE、SQL_BP_TRANSACTION、

SQL_BP_UPDATE、SQL_BP_SCROLL。

SQL_CATALOG_LOCATIONSQL_QUALIFIER_LOCATION:

修飾されたテーブル名でのカタログの位置を示しま

す。

SQL_CL_START を返します。修飾テーブル名のカタログ

部分は、名前の最初にあります。

SQL_CATALOG_NAME が

SQL_QUALIFIER_NAME に な り ま し た:カ タ ロ

グ名のサポートを示します。

Y を返します。サーバーはカタログ名をサポートしていま

す。

SQL_CATALOG_NAME_SEPARATORSQL_QUALIFIER_NAME_SEPARATOR:

隣接する名前要素からカタログ名を区切る文字。

戻り値&#39;。&#39;サーバーは ``。``を期待します修飾子
とテーブル名の間の文字。/&quot;

SQL_CATALOG_TERM が

SQL_QUALIFIER_TERM に な り ま し た:カ タ ロ

グの説明に使用される用語。

カタログを返します。

SQL_CATALOG_USAGESQL_QUALIFIER_USAGE:

カタログを参照する可能性のある SQL ステートメン

トを示します。

SQL_CU_DML_STATEMENTS を返します。カタログ

名は、SELECT、INSERT、UPDATE、DELETE、SELECT-

FORUPDATE、および位置付け UPDATE および DELETE

ステートメントで使用できます。

SQL_COLLATION_SEQ:照合順序の名前を返します。 空の文字列を返します。デフォルトの照合の名前は不明で

す。

SQL_COLUMN_ALIAS:サーバーが列の別名をサ

ポートしていることを示します。

Y を返します。サーバーは列のエイリアスをサポートして

います。

SQL_CONCAT_NULL_BEHAVIOR:サ ー バ ー が

NULL値の連結を処理する方法を示します。

SQL_CB_NON_NULL を返します。NULL 値と非 NULL

値を連結すると、NULL値になります。

SQL_CONVERT_BIGINT:CONVERT 関数を使用し

た BIGINTタイプからの変換サポートを示します。

0を返します。サーバーは変換をサポートしていません。

SQL_CONVERT_BINARY:CONVERT 関数を使用し

た BINARYタイプからの変換サポートを示します。

0を返します。サーバーは変換をサポートしていません。

SQL_CONVERT_BIT:CONVERT 関数を使用した

BITタイプからの変換サポートを示します。

戻り値:SQL_CVT_INTEGER、SQL_CVT_BIT。

SQL_CONVERT_CHAR:CONVERT 関数を使用した

CHARタイプからの変換サポートを示します。

0を返します。サーバーは変換をサポートしていません。

SQL_CONVERT_DATE:CONVERT 関数を使用した

DATEタイプからの変換サポートを示します。

0を返します。サーバーは変換をサポートしていません。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_CONVERT_DECIMAL:CONVERT 関数を使用

した DECIMAL タイプからの変換サポートを示しま

す。

0を返します。サーバーは変換をサポートしていません。

SQL_CONVERT_DOUBLE:CONVERT関数を使用し

た DOUBLEタイプからの変換サポートを示します。

0を返します。サーバーは変換をサポートしていません。

SQL_CONVERT_FLOAT:CONVERT関数を使用した

FLOATタイプからの変換サポートを示します。

0を返します。サーバーは変換をサポートしていません。

SQL_CONVERT_FUNCTIONS:CONVERT 関数を使

用してサーバーとドライバーがサポートするスカラー

変換関数をリストします。

戻り値:SQL_FN_CVT_CONVERT。

SQL_CONVERT_INTEGER:CONVERT 関数を使用

した INTEGER タイプからの変換サポートをリスト

します。

戻り値:SQL_CVT_INTEGER、SQL_CVT_BIT。

SQL_CONVERT_INTERVAL_DAY_TIME:CONVERT

関数を使用した INTERVAL_DAY_TIME タイプから

の変換サポートを示します。

この info_typeは現在サポートされていません。

SQL_CONVERT_INTERVAL_YEAR_MONTH:CONVERT

関数を使用した INTERVAL_YEAR_MONTH タイプ

からの変換サポートを示します。

この info_typeは現在サポートされていません。

SQL_CONVERT_LONGVARBINARY:CONVERT 関

数を使用した LONG_VARBINARY タイプの変換サ

ポートを示します。

0を返します。サーバーは変換をサポートしていません。

SQL_CONVERT_LONGVARCHAR:CONVERT 関数

を使用した LONGVARCHAR タイプの変換サポート

を示します。

0を返します。サーバーは変換をサポートしていません。

SQL_CONVERT_NUMERIC:CONVERT 関数を使用

した NUMERICタイプの変換サポートを示します。

0を返します。サーバーは変換をサポートしていません。

SQL_CONVERT_REAL:CONVERT 関数を使用した

REALタイプの変換サポートを示します。

0を返します。サーバーは変換をサポートしていません。

SQL_CONVERT_SMALLINT:CONVERT関数を使用

した SMALLINTタイプの変換サポートを示します。

戻り値:SQL_CVT_INTEGER、SQL_CVT_BIT。

SQL_CONVERT_TIME:CONVERT 関数を使用した

TIMEタイプの変換サポートを示します。

0を返します。サーバーは変換をサポートしていません。

SQL_CVT_TIMESTAMP:CONVERT関数を使用した

TIMESTAMPタイプの変換サポートを示します。

0を返します。サーバーは変換をサポートしていません。

SQL_CONVERT_TINYINT:CONVERT関数を使用し

た TINYINTタイプの変換サポートを示します。

戻り値:SQL_CVT_INTEGER、SQL_CVT_BIT。
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表 1 – 前のページからの続き

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_CONVERT_VARBINARY:CONVERT 関数を使

用した VARBINARY タイプの変換サポートを示しま

す。

0を返します。サーバーは変換をサポートしていません。

SQL_CONVERT_VARCHAR:CONVERT 関数を使用

した VARCHARタイプの変換サポートを示します。

戻り値:SQL_CVT_INTEGER、SQL_CVT_BIT。

SQL_CONVERT_WCHAR:CONVERT 関数を使用し

たWCHARタイプの変換サポートを示します。

この info_typeは、Unicodeドライバーを使用する場合にの

み有効です。0 を返します。サーバーは変換をサポートし

ていません。

SQL_CONVERT_WLONGVARCHAR:CONVERT 関

数を使用した WLONGVARCHAR タイプの変換サ

ポートを示します。

この info_typeは、Unicodeドライバーを使用する場合にの

み有効です。0 を返します。サーバーは変換をサポートし

ていません。

SQL_CONVERT_WVARCHAR:CONVERT 関数を使

用した WVARCHAR タイプの変換サポートを示しま

す。

この info_typeは、Unicodeドライバーを使用する場合にの

み有効です。0 を返します。サーバーは変換をサポートし

ていません。

SQL_CORRELATION_NAME:サーバーが相関名をサ

ポートしていることを示します。

SQL_CN_ANYを返します。相関名がサポートされており、

任意の有効な名前にすることができます。

SQL_CREATE_ASSERTION:CREATEASSERTION

ステートメントのサポートを示します。

0 を返します。CREATEASSERTION ステートメントはサ

ポートされていません。

SQL_CREATE_CHARACTER_SET:CREATECHARACTER

ステートメントのサポートを示します。

0を返します。CREATECHARACTERステートメントはサ

ポートされていません。

SQL_CREATE_COLLATION:CREATECOLLATION

のサポートを示します。

0 を返します。CREATECOLLATION ステートメントはサ

ポートされていません。

SQL_CREATE_DOMAIN:CREATEDOMAIN ステー

トメントのサポートを示します。

0を返します。CREATEDOMAINステートメントはサポー

トされていません。

SQL_CREATE_SCHEMA:CREATESCHEMA ステー

トメントのサポートを示します。

戻 り 値:SQL_CS_CREATE_SCHEMA、

SQL_CS_AUTHORIZATION。

SQL_CREATE_TABLE:CREATETABLE ステートメ

ントのサポートを示します。

戻 り 値:SQL_CT_CREATE_TABLE、

SQL_CT_GLOBAL_TEMPORARY、

SQL_CT_CONSTRAINT_INITIALLY_DEFERRED、

SQL_CT_CONSTRAINT_INITIALLY_IMMEDIATE、

SQL_CT_CONSTRAINT_DEFERRABLE、

SQL_CT_COLUMN_CONSTRAINT、

SQL_CT_COLUMN_DEFTRAT、

SQL_CT_COLUMN_DEFTRAT、

SQL_CT_CONTRA_STRAINT

SQL_CREATE_TRANSLATION:CREATETRANSLATION

ステートメントのサポートを示します。

0を返します。CREATETRANSLATIONステートメントは

サポートされていません。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_CREATE_VIEW:CREATEVIEW ステートメン

トのサポートを示します。

SQL_CV_CREATE_VIEWを返します。

SQL_CURSOR_COMMIT_BEHAVIOR:COMMIT 操

作がカーソルに与える影響を示します。

SQL_CB_PRESERVEを返します。カーソルは変更されず、

引き続きデータをフェッチできます。

SQL_CURSOR_ROLLBACK_BEHAVIOR:ROLLBACK

操作後のサーバーの動作を示します。

SQL_CB_PRESERVEを返します。カーソルは変更されず、

引き続きデータをフェッチできます。

SQL_CURSOR_SENSITIVITY:サーバーが変更を結

果セットに同期する方法を示します。

この info_typeは現在サポートされていません。

SQL_DATA_SOURCE_NAME:接続中に使用された

サーバー名を返します。

返される値は、接続プロパティによって決まります。

SQL_DATA_SOURCE_READ_ONLY:接続が読み取

り専用モードであるかどうかを示します。

返される値は、接続プロパティによって決まります。

SQL_DATABASE_NAME:データベースの名前を返し

ます。

返される値は、接続プロパティによって決まります。

SQL_DATETIME_LITERALS:サーバーがサポートす

る DATETIMELITERALSを示します。

この info_typeはサポートされていません。

SQL_DBMS_NAME:DBMSシステムの名前を返しま

す。

Linux の odbc.ini ファイルの dbms_name パラメータで指

定された値、または Windows でデータソースを定義する

ときに [詳細オプション] ダイアログボックスの 2 ペー

ジの dbms_name フィールドを返します。デフォルトは

EnterpriseDBです。

SQL_DBMS_VER:サーバーのバージョンを返します。 サーバーによって決定されます。

SQL_DDL_INDEX:インデックスの作成と削除のサ

ポートを示します。

戻 り 値:SQL_DI_CREATE_INDEX、

SQL_DI_DROP_INDEX。

SQL_DEFAULT_TXN_ISOLATION:サーバーによる

トランザクション分離のサポートを示します。

TXN_READ_COMMITTED を返します。繰り返し不可ま

たはファントム読み取りが可能です。ダーティーリードは

そうではありません。

SQL_DESCRIBE_PARAMETER:DESCRIBEINPUT

ステートメントのサポートを示します。

Nを返します。DESCRIBEINPUTステートメントはサポー

トされていません。

SQL_DM_VER:ドライバーマネージャーのバージョ

ン。

ドライバーマネージャーによって決定されます。

SQL_DRIVER_HDBC:ドライバーの接続ハンドル。 ドライバの接続ハンドルを含む SQLULEN値を返します。

SQL_DRIVER_HDESC:ドライバー記述子ハンドル。 ドライバーの記述子ハンドルを含む SQLULEN値を返しま

す。

SQL_DRIVER_HENV:ドライバーの環境ハンドル。 ドライバーの環境ハンドルを含む SQLULEN 値を返しま

す。
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表 1 – 前のページからの続き

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_DRIVER_HLIB:ドライバーハンドル。 ライブラリハンドルを含む SQLULEN 値を返します（マ

ネージャーがドライバーをロードしたときに ODBCドライ

バーマネージャーに返されます）。

SQL_DRIVER_HSTMT:ドライバーのステートメント

ハンドル。

ドライバのステートメントハンドルを含む SQLULEN値を

返します。

SQL_DRIVER_NAME:ドライバーの名前。 EDB-ODBC.DLLを返します

SQL_DRIVER_ODBC_VER:ドライバーがサポートす

る ODBCバージョンを識別します。

03.50を返します

SQL_DRIVER_VER:ドライバーのバージョンを識別

します。

9.0.0.6を返します

SQL_DROP_ASSERTION:サーバーでサポートされて

いる DROPASSERTION句を一覧表示します。

0を返します

SQL_DROP_CHARACTER_SET:サーバーがサポート

する DROPCHARACTER句をリストします。

0を返します

SQL_DROP_COLLATION:サーバーがサポートする

DROPCOLLATION句を一覧表示します。

0を返します

SQL_DROP_DOMAIN:サーバーがサポートする

DROPDOMAIN句を一覧表示します。

0を返します

SQL_DROP_SCHEMA:サーバーでサポートされてい

る DROPSCHEMA句を一覧表示します。

戻り値:SQL_DS_DROP_SCHEMA、SQL_DS_RESTRICT、

SQL_DS_CASCADE。

SQL_DROP_TABLE:サ ー バ ー が サ ポ ー ト す る

DROPTABLE句をリストします。

戻 り 値:SQL_DT_DROP_TABLE、SQL_DS_RESTRICT、

SQL_DS_CASCADE。

SQL_DROP_TRANSLATION:サーバーでサポートさ

れているDROPTRANSLATION句を一覧表示します。

0を返します。

SQL_DROP_VIEW:サ ー バ ー が サ ポ ー ト す る

DROPVIEW句をリストします。

戻 り 値:SQL_DV_DROP_VIEW、SQL_DS_RESTRICT、

SQL_DS_CASCADE。

SQL_DYNAMIC_CURSOR_ATTRIBUTES1:ド ラ イ

バーがサポートする動的カーソル属性の最初のセッ

トについて説明します。

0を返します

SQL_DYNAMIC_CURSOR_ATTRIBUTES2:ド ラ イ

バーがサポートする動的カーソル属性の 2 番目の

セットについて説明します。

0を返します

SQL_EXPRESSIONS_IN_ORDERBY:サーバーによ

る ORDERBYのサポートを示します。

Yを返します。
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表 1 – 前のページからの続き

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_FETCH_DIRECTION:FETCH 順序オプション

を示します（ODBC3.0では非推奨）。

戻り値:SQL_FD_FETCH_NEXT、SQL_FD_FETCH_FIRS、

SQL_FD_FETCH_LAST、SQL_FD_FETCH_PRIOR、

SQL_FD_FETCH_ABSOLUTE、

SQL_FD_FETCH_RELATIVE、

SQL_FD_FETCH_BOOKMARK。

SQL_FILE_USAGE:単一層ドライバーがサーバー上

のファイルを処理する方法を示します。

SQL_FILE_NOT_SUPPORTEDを返します。ドライバーは

単一層ファイルではありません。

SQL_FORWARD_ONLY_CURSOR_ATTRIBUTES1:

ドライバーがサポートする前方スクロールカーソル属

性について説明します。

SQL_CA1_NEXTを返します。

SQL_FORWARD_ONLY_CURSOR_ATTRIBUTES2:SQL_FORWARD_ONLY_CURSOR_ATTRIBUTES1

によって指定された前方スクロールカーソルの拡張属

性について説明します。

戻 り 値:SQL_CA2_READ_ONLY_CONCURRENCY、

SQL_CA2_CRC_EXACT。

SQL_GETDATA_EXTENSIONS:SQLGetData の サ

ポートされる拡張機能をリストします。

戻 り 値:SQL_GD_ANY_COLUMN、

SQL_GD_ANY_ORDER、SQL_GD_BLOCK、

SQL_GD_BOUND。

SQL_GROUP_BY:GROUPBY句と SELECTリストの

列の間の関係を示します。

SQL_GB_GROUP_BY_EQUALS_SELECTを返します。

SQL_IDENTIFIER_CASE:SQL 識別子の大文字と小

文字の区別と格納を示します。

SQL_IC_LOWERを返します。

SQL_INDEX_KEYWORDS:CREATEINDEX ステー

トメントのサポートを示します。

SQL_IK_NONEを返します。

SQL_INFO_SCHEMA_VIEWS:INFORMATION_SCHEMA

でサポートされているビューをリストします。

0を返します。

SQL_INTEGRITYSQL_ODBC_SQL_OPT_IEF:参 照

整合性構文チェックのサーバーサポートを示します。

Nを返します。

SQL_INSERT_STATEMENT:INSERT ステートメン

トのサポートのレベルを示します。

戻 り 値:SQL_IS_INSERT_LITERALS、

SQL_IS_INSERT_SEARCHED、SQL_IS_SELECT_INTO。

SQL_KEYSET_CURSOR_ATTRIBUTES1:ド ラ イ

バーがサポートするキーセットカーソル属性の最初の

セットについて説明します。

戻 り 値:SQL_CA1_NEXT、SQL_CA1_ABSOLUTE、

SQL_CA1_RELATIVE、SQL_CA1_BOOKMARK、

SQL_CA1_LOCK_NO_CHANGE、

SQL_CA1_POS_POSITION、

SQL_CA1_POS_UPDATE、SQL_CA1_POS_DELETE、

SQL_CA1_POS_CABO_BYLK_BOLK_BOLK_BOLK_BOLK_BOLK_BULK_BULK_BULK_BOLK
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表 1 – 前のページからの続き

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_KEYSET_CURSOR_ATTRIBUTES2:ド ラ イ

バーがサポートするキーセットカーソル属性の 2番目

のセットについて説明します。

戻 り 値:SQL_CA2_READ_ONLY_CONCURRENCY、

SQL_CA2_OPT_ROWVER_CONCURRENCY、

SQL_CA2_SENSITIVITY_ADDITIONS、

SQL_CA2_SENSITIVITY_DELETIONS、

SQL_CA2_SENSITIVITY_UPDATES、

SQL_CA2_CRC_EXACT。

SQL_KEYWORDS:サーバー固有の予約済みキーワー

ドを識別します。

戻り値&quot;&quot;。サーバー固有の予約済みキーワード

はありません。

SQL_LIKE_ESCAPE_CLAUSE:LIKE 述語でのエス

ケープ文字のサポートを示します。

AdvancedServerは LIKE述語のエスケープ文字をサポート

していません。

SQL_LOCK_TYPES:サポートされているロックタイ

プをリストします（ODBC3.0では非推奨）。

SQL_LCK_NO_CHANGEを返します。

SQL_MAX_ASYNC_CONCURRENT_STATEMENTS:

ドライバーがサポートできるアクティブな並行ステー

トメントの数。

この info_typeは現在サポートされていません。

SQL_MAX_BINARY_LITERAL_LEN:バイナリリテ

ラルの最大長。

0を返します。最大長は指定されていません。

SQL_MAX_CATALOG_NAME_LEN:サーバー上の

カタログ名の最大長。

0を返します。最大長は指定されていません。

SQL_MAX_QUALIFIER_NAME_LEN:修飾子の最大

長。

0を返します。最大長は指定されていません。

SQL_MAX_CHAR_LITERAL_LEN:文字ストリング

の最大文字数。

0を返します。最大長は指定されていません。

SQL_MAX_COLUMN_NAME_LEN:列名の最大長。 64 を返します。列名の長さは 64 文字を超えることはでき

ません。

SQL_MAX_COLUMNS_IN_GROUP_BY:GROUPBY

句で許可される列の最大数。

0を返します。最大長は指定されていません。

SQL_MAX_COLUMNS_IN_INDEX:インデックスで

許可される列の最大数。

0を返します。最大長は指定されていません。

SQL_MAX_COLUMNS_IN_ORDER_BY:ORDERBY

句で許可される列の最大数。

0を返します。最大長は指定されていません。

SQL_MAX_COLUMNS_IN_SELECT:SELECT リス

トで許可される列の最大数。

0を返します。最大長は指定されていません。

SQL_MAX_COLUMNS_IN_TABLE:テーブルで許可

される列の最大数。

0を返します。最大長は指定されていません。
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表 1 – 前のページからの続き

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_MAX_CONCURRENT_ACTIVITIES 前 へ

SQL_MAX_ACTIVE_STATEMENTS:ドライバーが

サポートできるアクティブな SQL ステートメントの

最大数。

0を返します。最大長は指定されていません。

SQL_MAX_CURSOR_NAME_LEN:カーソル名の最

大長。

32 を返します。カーソル名の長さは 32 文字を超えること

はできません。

SQL_MAX_DRIVER_CONNECTIONS 前 へ

SQL_ACTIVE_CONNECTIONS:ド ラ イ バ ー が サ

ポートできるアクティブな接続の最大数。

0 を返します。サポートされる接続の数に制限はありませ

ん。

SQL_MAX_IDENTIFIER_LEN:サーバーで許可され

る IDの最大長。

64 を返します。識別子の長さは 64 文字を超えることはで

きません。

SQL_MAX_INDEX_SIZE:インデックスの（結合され

た）フィールドで許可される最大バイト数。

0を返します。最大サイズは指定されていません。

SQL_MAX_OWNER_NAME_LENSQL_MAX_SCHEMA_NAME_LEN:

サーバーで許可されている所有者名の最大長。

64を返します。所有者名の最大長は 64文字です。

SQL_MAX_PROCEDURE_NAME_LEN:サーバーが

許可するプロシージャー名の最大長。

0を返します。最大長は指定されていません。

SQL_MAX_QUALIFIER_NAME_LENSQL_MAX_CATALOG_NAME_LEN:

サーバーで許可されている修飾子名の最大長。

0を返します。修飾子の最大長は指定されていません。

SQL_MAX_ROW_SIZE:行の最大長。 0を返します。行の最大長は指定されていません。

SQL_MAX_ROW_SIZE_INCLUDES_LONG:SQL_MAX_ROW_SIZE

に行の LONGVARCHARまたは LONGVARBINARY

列の長さが含まれているかどうかを示します。

Yを返します。SQL_MAX_ROW_SIZEには、行の LONG-

VARCHAR または LONGVARBINARY 列の長さが含まれ

ます。

SQL_MAX_SCHEMA_NAME_LEN:サーバーで許可

されるスキーマ名の最大長。

64を返します。スキーマ名の最大長は 64文字です。

SQL_MAX_STATEMENT_LEN:SQLステートメント

の最大長。

0を返します。ステートメントの最大長は、使用可能なメモ

リによって制限されます。

SQL_MAX_TABLE_NAME_LEN:サーバーが許可す

るテーブル名の最大長。

64を返します。テーブル名の最大長は 64文字です。

SQL_MAX_TABLES_IN_SELECT:SELECT ステー

トメントの FROM 句で許可されるテーブルの最大

数。

0 を返します。許可されるテーブルの最大数は指定されて

いません。

SQL_MAX_USER_NAME_LEN:サーバーで許可され

ているユーザー名の最大長。

0を返します。ユーザー名の最大長は指定されていません。

SQL_MULT_RESULT_SETS:サーバーが複数の結果

セットをサポートすることを示します。

Y を返します。AdvancedServer は複数の結果セットをサ

ポートしています。
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表 1 – 前のページからの続き

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_MULTIPLE_ACTIVE_TXN:サーバーが複数の

アクティブなトランザクションをサポートするかど

うかを示します。

Yを返します。AdvancedServerは複数のアクティブなトラ

ンザクションをサポートしています。

SQL_NEED_LONG_DATA_LEN:サーバーが値を受

け取る前に LONG データ値の長さが必要かどうか

を示します。

N を返します。AdvancedServer は、値を受け取る前に

LONGデータ値の長さを必要としません。

SQL_NON_NULLABLE_COLUMNS:サーバーが列

で NOTNULL 値をサポートするかどうかを示しま

す。

SQL_NNC_NON_NULL を返します。AdvancedServer は、

列の NOTNULL値をサポートします。

SQL_NULL_COLLATION:NULL 値が結果セットの

どこにあるかを示します。

SQL_NC_HIGH を返します。データセット内の NULL 値

の場所は、ASCおよび DESCキーワードによって決定され

ます。NULL値は、データセットの上限にソートされます。

SQL_NUMERIC_FUNCTIONS:ドライバーとサー

バーでサポートされている数値関数をリストします。

戻 り 値:SQL_FN_NUM_ABS、SQL_FN_NUM_ATAN、

SQL_FN_NUM_CEILING、SQL_FN_NUM_COS、

SQL_FN_NUM_EXP、SQL_FN_NUM_FLOOR、

SQL_FN_NUM_LOG、SQL_FN_NUM_MOD、

SQL_FN_NUM_SIGN_SQL_FN_NUM_SIN、

SQL_FN_NUM_SUN、SQL_FN_NUM_SUN、

SQL_FN_NUM_SUN、SQL_FN_NUM_SUN、

SQL_FN_NUM_SUN、SQL_FN_NUM_SUN、

SQL_FN_NUM_SUN

SQL_ODBC_API_CONFORMANCE:ODBC3.0 準拠

レベルを示します

SQL_OAC_LEVEL1を返します。ドライバーは、ODBCレ

ベル 1インターフェースに準拠しています。

SQL_ODBC_INTERFACE_CONFORMANCE:ドライ

バーが準拠する ODBCインターフェースを示します。

SQL_OIC_COREを返します。

SQL_ODBC_SAG_CLI_CONFORMANCE:ド ラ イ

バーが準拠している SQL アクセスグループのコンプ

ライアンスレベルを示します。

SQL_OSCC_NOT_COMPLIANT を返します。ドライバー

は SAGCLIに準拠していません。

SQL_ODBC_SQL_CONFORMANCE:ドライバーが

準拠する SQL文法レベルを示します。

SQL_OSC_COREを返します。ドライバーはコア文法レベ

ルに準拠しています。

SQL_ODBC_SQL_OPT_IEF に な り ま し た

SQL_INTEGRITY:参 照 整 合 性 構 文 チ ェ ッ ク の

サーバーサポートを示します。

N を返します。サーバーは参照整合性構文チェックをサ

ポートしていません。

SQL_ODBC_VER:ドライバーマネージャーでサポー

トされている ODBCバージョン

03.52.0000を返します。
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表 1 – 前のページからの続き

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_OJ_CAPABILITIES:サーバーでサポートされて

いる外部結合を識別します。

戻り値:SQL_OJ_LEFT、SQL_OJ_RIGHT、SQL_OJ_FULL、

SQL_OJ_NESTED、SQL_OJ_NOT_ORDERED、

SQL_OJ_INNER、SQL_OJ_ALL_COMPARISON_OPS。

SQL_OUTER_JOINS:外部結合と外部結合エスケープ

シーケンスのサポートを示します。

Yを返します。外部結合がサポートされています。

SQL_OWNER_TERM 前へ SQL_SCHEMA_TERM:

スキーマを説明するために使用される用語。

スキーマを返します。

SQL_ORDER_BY_COLUMNS_IN_SELECT:ORDERBY

句の列を SELECT リストに含める必要があるかどう

かを示します。

Nを返します。ORDERBY句の列は、SELECTリストにあ

る必要はありません。

SQL_OWNER_USAGESQL_SCHEMA_USAGE:どの

ステートメントがスキーマ修飾子をサポートするかを

示す文字列を返します。

戻 り 値:SQL_OU_DML_STATEMENTS、

SQL_OU_TABLE_DEFINITION、

SQL_OU_INDEX_DEFINITION、

SQL_OU_PRIVILEGE_DEFINITION。

SQL_PARAM_ARRAY_ROW_COUNTS:少なくとも

1 つのパラメーターが配列にバインドされているパ

ラメーター化されたステートメントを実行したとき

に、サーバーが配列内の各要素に対して単一の行数ま

たは個別の行数を返すかどうかを示します。

配 列 内 の 各 要 素 に 対 し て 個 別 の 行 数 が 利 用

可 能 な 場 合 、SQL_PARC_BATCH を 返 し ま す 。

SQL_PARC_NO_BATCH（配列全体で単一の累積行

カウントが使用可能な場合）。

SQL_PARAM_ARRAY_SELECTS:少なくとも 1つの

パラメーターが配列にバインドされているパラメー

ター化されたステートメントを実行したときに、サー

バーが配列内の各要素に対して 1つの結果セットまた

は個別の結果セットを返すか（またはドライバーがこ

の機能を許可しない場合）を示します。

SQL_PAS_BATCH を返します。配列の要素ごとに 1 つの

データセットを使用できます。

SQL_POS_OPERATION:SQLSetPos（）がサポートす

るオプションをリストします。

戻 り 値:SQL_POS_POSITION、SQL_POS_REFRESH、

SQL_POS_UPDATE、SQL_POS_DELETE、

SQL_POS_ADD。

SQL_POSITIONED_STATEMENTS:サポートされて

いる位置付け SQLステートメントをリストします。

戻 り 値:SQL_PS_POSITIONED_DELETE、

SQL_PS_POSITIONED_UPDATE、

SQL_PS_SELECT_FOR_UPDATE。

SQL_PROCEDURE_TERM:プロシージャの説明に使

用される用語。

返品手順。

SQL_PROCEDURES:サーバーとドライバーが SQL

プロシージャーとプロシージャー呼び出し構文をサ

ポートするかどうかを示します。

Y を返します。サーバーとドライバーのサポートプロシー

ジャおよびプロシージャ呼び出し構文。
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表 1 – 前のページからの続き

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_QUALIFIER_LOCATION 前 。

SQL_CATALOG_LOCATION:修 飾 テ ー ブ ル 名 で

のスキーマ名の位置を示します。

SQL_CL_START を返します。修飾テーブル名のカタログ

部分は、名前の最初にあります。

SQL_QUALIFIER_NAME 前 へ

SQL_CATALOG_NAME:サーバーがカタログ名

をサポートしていることを示します。

Y を返します。サーバーはカタログ名をサポートしていま

す。

SQL_QUALIFIER_NAME_SEPARATOR 前 へ

SQL_CATALOG_NAME_SEPARATOR:修飾子名と隣

接する名前要素を区切る文字。

戻り値&#39;。&#39;。サーバーは ``。``を期待します修飾
子とテーブル名の間の文字。

SQL_QUALIFIER_TERM 前 へ

SQL_CATALOG_TERM:修 飾 子 を 説 明 す る た め

に使用される用語。

カタログを返します。

SQL_QUALIFIER_USAGE 前 へ

SQL_CATALOG_USAGE:修飾子を参照する可能

性のある SQLステートメントを示します。

SQL_CU_DML_STATEMENTS を返します。カタログ

名は、SELECT、INSERT、UPDATE、DELETE、SELECT-

FORUPDATE、および位置付け UPDATE および DELETE

ステートメントで使用できます。

SQL_QUALIFIER_USAGESQL_CATALOG_USAGE:

修飾子名をサポートする DMLステートメントを識別

します。

SQL_CU_DML_STATEMENTSを返します。修飾子は、す

べてのDMLステートメント（SELECT、INSERT、UPDATE、

DELETE、SELECTFORUPDATE）で使用できます。

SQL_QUOTED_IDENTIFIER_CASE:引用された識別

子の大文字と小文字の区別を示します。

SQL_IC_SENSITIVE を返します。引用識別子は大文字と

小文字を区別します。

SQL_QUALIFIER_NAME_SEPARATORSQLCATALOG_NAME_SEPARATOR:

名前修飾子と名前要素を区切る文字。

戻り値。``。``文字は、修飾名の区切り文字として使用され
ます。

SQL_QUALIFIER_TERM:修飾子を説明するために使

用される用語。

返品カタログ

SQL_QUALIFIER_LOCATION:修飾されたテーブル

名での修飾子の位置。

SQL_CL_START を返します。修飾子は、修飾テーブル名

でテーブル名の前にあります。

SQL_ROW_UPDATES:キーセットドリブンカーソル

または混合カーソルが行のバージョンまたは値を維持

するかどうかを示します。

Y を返します。カーソルは、フェッチされたすべての行の

値を維持し、行の値の更新を検出できます。

SQL_SCHEMA_TERM:スキーマを説明するために使

用される用語。

スキーマを返します

SQL_SCHEMA_USAGE:スキーマを参照する可能性

のある SQLステートメントを示します。

戻 り 値:SQL_OU_DML_STATEMENTS、

SQL_OU_TABLE_DEFINITION、

SQL_OU_INDEX_DEFINITION、

SQL_OU_PRIVILEGE_DEFINITION。
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表 1 – 前のページからの続き

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_SCROLL_CONCURRENCY:サーバーでサポー

トされているカーソル同時実行制御オプションを示し

ます。

戻 り 値:SQL_SCCO_READ_ONLY、

SQL_SCCO_OPT_ROWVER。

SQL_SCROLL_OPTIONS:サーバーがサポートする

カーソルスクロールオプションを示します。

戻 り 値:SQL_SO_FORWARD_ONLY、

SQL_SO_KEYSET_DRIVEN、SQL_SO_STATIC。

SQL_SEARCH_PATTERN_ESCAPE:ワイルドカード

文字％および_を検索パターンで使用できるようにす

るエスケープ文字。

戻り値/。/``文字は、検索パターンの％ ``および ``_``文字

のエスケープ文字として使用されます。

SQL_SERVER_NAME:ホストの名前を示します。 戻り値は、接続プロパティによって決定されます。

SQL_SPECIAL_CHARACTERS:識別子名に使用でき

る特殊文字を示します。

戻り値_。識別子名にはアンダースコア文字を使用できま
す。

SQL_SQL_CONFORMANCE:SQL-92 準拠のレベル

を示します。

SQL_SC_SQL92_ENTRY を返します。ドライバは SQL92

エントリレベルに準拠しています。

SQL_SQL92_DATETIME_FUNCTIONS:サーバーが

サポートする日時関数をリストします。

戻 り 値:SQL_SDF_CURRENT_DATE、

SQL_SDF_CURRENT_TIME、

SQL_SDF_CURRENT_TIMESTAMP。

SQL_SQL92_FOREIGN_KEY_DELETE_RULE:DELETE

ステートメントで外部キーを使用するためのサーバー

強制ルールを示します。

戻 り 値:SQL_SFKD_CASCADE、

SQL_SFKD_NO_ACTION、SQL_SFKD_SET_DEFAULT、

SQL_SFKD_SET_NULL。

SQL_SQL92_FOREIGN_KEY_UPDATE_RULE:UPDATE

ステートメントで外部キーを使用するためのサーバー

強制ルールを示します。

戻 り 値:SQL_SFKU_CASCADE、

SQL_SFKU_NO_ACTION、SQL_SFKU_SET_DEFAULT、

SQL_SFKU_SET_NULL。

SQL_SQL92_GRANT:サポートされている GRANT

ステートメント句を示します。

戻 り 値:SQL_SG_DELETE_TABLE、

SQL_SG_INSERT_TABLE、

SQL_SG_REFERENCES_TABLE、

SQL_SG_SELECT_TABLE、SQL_SG_UPDATE_TABLE。

SQL_SQL92_NUMERIC_VALUE_FUNCTIONS:

サーバーとドライバーでサポートされているスカラー

数値関数をリストします。

戻 り 値:SQL_SNVF_BIT_LENGTH、

SQL_SNVF_CHAR_LENGTH、

SQL_SNVF_CHARACTER_LENGTH、

SQL_SNVF_EXTRACT、SQL_SNVF_OCTET_LENGTH、

SQL_SNVF_POSITION。

SQL_SQL92_PREDICATES、サーバーでサポートさ

れている SELECT ステートメントの述語を識別しま

す。

戻 り 値:SQL_SP_EXISTS、SQL_SP_ISNOTNULL、

SQL_SP_ISNULL、SQL_SP_OVERLAPS、

SQL_SP_LIKE、SQL_SP_IN、

SQL_SP_BETWEEN、SQL_SP_COMPARISON、

SQL_SP_QUANTIFIED_COMPARISON。
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表 1 – 前のページからの続き

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_SQL92_RELATIONAL_JOIN_OPERATORS:

サーバーでサポートされているリレーショナル結合演

算子を識別します。

戻 り 値:SQL_SRJO_CROSS_JOIN、

SQL_SRJO_EXCEPT_JOIN、

SQL_SRJO_FULL_OUTER_JOIN、

SQL_SRJO_INNER_JOIN、SQL_SRJO_INTERSECT_JOIN、

SQL_SRJO_LEFT_OUTER_JOIN、

SQL_SRJOOINOOJINOSRJOOIN_JOIN_SQL_SRJOOIN_JOIN_SQL_SRJOOIN_SRJOIN_SRJOO

SQL_SQL92_REVOKE:サーバーがサポートする RE-

VOKEステートメントの句を識別します。

戻 り 値:SQL_SR_DELETE_TABLE、

SQL_SR_INSERT_TABLE、

SQL_SR_REFERENCES_TABLE、

SQL_SR_SELECT_TABLE、SQL_SR_UPDATE_TABLE。

SQL_SQL92_ROW_VALUE_CONSTRUCTOR:サ ー

バーがサポートする SELECT ステートメントの行値

コンストラクター式を示します。

戻 り 値:SQL_SRVC_VALUE_EXPRESSION、

SQL_SRVC_NULL。

SQL_SQL92_STRING_FUNCTIONS:サーバーとドラ

イバーがサポートする文字列スカラー関数をリストし

ます。

戻 り 値:SQL_SSF_CONVERT、

SQL_SSF_LOWER、SQL_SSF_UPPER、

SQL_SSF_SUBSTRING、SQL_SSF_TRANSLATE、

SQL_SSF_TRIM_BOTH、SQL_SSF_TRIM_LEADING、

SQL_SSF_TRIM_TRAILING。

SQL_SQL92_VALUE_EXPRESSIONS:サーバーがサ

ポートする値式を示します。

戻 り 値:SQL_SVE_CASE、SQL_SVE_CAST、

SQL_SVE_COALESCE、SQL_SVE_NULLIF。

SQL_STANDARD_CLI_CONFORMANCE:ド ラ イ

バーが準拠する CLI標準を示します。

この info_typeは現在サポートされていません。

SQL_STATIC_CURSOR_ATTRIBUTES1:ドライバー

がサポートする静的カーソル属性の最初のセットにつ

いて説明します。

戻 り 値:SQL_CA1_NEXT、SQL_CA1_ABSOLUTE、

SQL_CA1_RELATIVE、SQL_CA1_BOOKMARK、

SQL_CA1_LOCK_NO_CHANGE、

SQL_CA1_POS_POSITION、

SQL_CA1_POS_UPDATE、SQL_CA1_POS_DELETE、

SQL_CA1_POS_CABO_BYLK_BOLK_BOLK_BOLK_BOLK_BOLK_BULK_BULK_BULK_BOLK

SQL_STATIC_CURSOR_ATTRIBUTES2:ドライバー

がサポートする静的カーソル属性の 2番目のセットに

ついて説明します。

戻 り 値:SQL_CA2_READ_ONLY_CONCURRENCY、

SQL_CA2_OPT_ROWVER_CONCURRENCY、

SQL_CA2_SENSITIVITY_ADDITIONS、

SQL_CA2_SENSITIVITY_DELETIONS、

SQL_CA2_SENSITIVITY_UPDATES、

SQL_CA2_CRC_EXACT。
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表 1 – 前のページからの続き

SQLinfo_typeの引数と説明 EDB_ODBC/AdvancedServerの戻り値:

SQL_STATIC_SENSITIVITY:SQLSetPos（）または

UPDATE または DELETE ステートメントによって

静的カーソルに加えられた変更がアプリケーションに

よって検出されたかどうかを示します。

戻 り 値:SQL_SS_ADDITIONS、SQL_SS_DELETIONS、

SQL_SS_UPDATES。

SQL_STRING_FUNCTIONS:サーバーとドライバー

でサポートされているスカラー文字列関数をリストし

ます。

戻り値:SQL_FN_STR_CONCAT、SQL_FN_STR_LTRIM、

SQL_FN_STR_LENGTH、SQL_FN_STR_LOCATE、

SQL_FN_STR_LCASE、SQL_FN_STR_RTRIM、

SQL_FN_STR_SUBSTRING、SQL_FN_STR_UCASE。

SQL_SUBQUERIES:サーバーでサポートされている

SELECTステートメントのサブクエリ述語を識別しま

す。

戻 り 値:SQL_SQ_COMPARISON、SQL_SQ_EXISTS、

SQL_SQ_IN、SQL_SQ_QUANTIFIED。

SQL_SYSTEM_FUNCTIONS:サーバーとドライバー

がサポートするスカラーシステム関数を一覧表示しま

す。

0を返します。

SQL_TABLE_TERM:テーブルの説明に使用される用

語。

テーブルを返します。

SQL_TIMEDATE_ADD_INTERVALS:TIMESTAMPADD

スカラー関数についてサーバーがサポートするタイム

スタンプ間隔を示します。

0を返します。

SQL_TIMEDATE_DIFF_INTERVALS:TIMESTAMPDIFF

スカラー関数についてサーバーがサポートするタイ

ム・スタンプ間隔を示します。

0を返します

SQL_TIMEDATE_FUNCTIONS:サーバーがサポート

する日付と時刻の関数を示します。

戻 り 値:SQL_FN_TD_NOW、SQL_FN_TD_CURDATE、

SQL_FN_TD_CURTIME。

SQL_TXN_CAPABLE:サーバーとドライバーによっ

て提供されるトランザクションサポートを識別しま

す。

SQL_TC_ALL を返します。トランザクションには、DML

ステートメントと DDLステートメントの両方を含めること

ができます。

SQL_TXN_ISOLATION_OPTION:サーバーがサポー

トするトランザクション分離レベルを示します。

戻 り 値:SQL_TXN_READ_COMMITTED、

SQL_TXN_SERIALIZABLE。

SQL_UNION:サーバーが UNION 句をサポートして

いることを示します。

戻り値:SQL_U_UNION、SQL_U_UNION_ALL。

SQL_USER_NAME:データベースに接続している

ユーザーの名前を識別します。ログイン名とは異な

る場合があります。

この値は、接続プロパティによって決定されます。

SQL_XOPEN_CLI_YEAR:ドライバーマネージャー

が準拠する X/Open仕様の発行年。

この info_typeは現在サポートされていません。
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6.2 接続属性

ODBCの SQLGetConnectAttr()および SQLSetConnectAttr()関数を使用して、接続属性の値を取得ま

たは設定できます。

6.2.1 SQLGetConnectAttr（）

SQLGetConnectAttr()関数は接続属性の現在の値を返します。署名は次のとおりです。

SQLRETURN SQLGetConnectAttr

(

SQLHDBC *conn_handle,* //Input

SQLINTEGER *attribute,* //Input

SQLPOINTER *value_pointer,* //Output

SQLINTEGER *buffer_length,* //Input

SQLINTEGER \*\ *string_length_pointer* //Output

);

conn_handle

接続ハンドル。

attribute

attributeは値を取得したい属性を識別します。

value_pointer

attributeの値を受け取るメモリ内の場所へのポインタ。

buffer_length

If attribute is defined by ODBC and value_pointer points to a character string or binary buffer,

buffer_length is the length of value_pointer. If value_pointer points to a fixed-size value (such as

an integer), buffer_length is ignored.

If EDB-ODBC defines the attribute, SQLGetConnectAttr() sets the buffer_length parameter.

buffer_length can be:

値のタイプ 意味

文字列 文字列の長さ

バイナリバッファ SQL_LEN_BINARY_ATTR（長さ）の結果

固定長データ型 SQL_IS_INTEGERまたは SQL_IS_UINTEGER

その他のタイプ SQL_IS_POINTER
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string_length_pointer

value_pointer で返すために利用可能なバイト数を受け取る SQLINTEGER へのポインター。

value_pointerが NULLの場合、 string_length_pointerは返されません。

この関数は、 SQL_SUCCESS 、 SQL_SUCCESS_WITH_INFO 、 SQL_NO_DATA 、 SQL_ERROR 、または

SQL_INVALID_HANDLEを返します。

次の表に、EDB-ODBCでサポートされている接続属性を示します。

属性 サポートされてい

ますか？

ノート

SQL_ATTR_ACCESS_MODE 番号 SQL_MODE_READ_WRITE

SQL_ATTR_ASYNC_ENABLE 番号 SQL_ASYNC_ENABLE_OFF

SQL_ATTR_AUTO_IPD 番号

SQL_ATTR_AUTOCOMMIT SQL_AUTOCOMMIT、

SQL_AUTOCOMMIT_ON、

SQL_AUTOCOMMIT_OFF

SQL_ATTR_CONNECTION_TIMEOUT 番号

SQL_ATTR_CURRENT_CATALOG 番号

SQL_ATTR_DISCONNECT_BEHAVIOR 番号

SQL_ATTR_ENLIST_IN_DTC はい win32および条件付きコンパイルの場合

SQL_ATTR_ENLIST_IN_XA 番号

SQL_ATTR_LOGIN_TIMEOUT 番号 SQL_LOGIN_TIMEOUT

SQL_ATTR_ODBC_CURSORS 番号

SQL_ATTR_PACKET_SIZE 番号

SQL_ATTR_QUIET_MODE 番号

SQL_ATTR_TRACE 番号

SQL_ATTR_TRACEFILE 番号

SQL_ATTR_TRANSLATE_LIB 番号

SQL_ATTR_TRANSLATE_OPTION 番号

SQL_ATTR_TXN_ISOLATION はい SQL_TXN_ISOLATION、

SQL_DEFAULT_TXN_ISOLATION
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6.2.2 SQLSetConnectAttr（）

ODBC SQLSetConnectAttr()関数を使用して、接続属性の値を設定できます。関数のシグネチャは次のとお

りです。

SQLRETURN SQLSetConnectAttr

(

SQLHDBC *conn_handle*, // Input

SQLINTEGER *attribute*, // Input

SQLPOINTER *value_pointer*, // Input

SQLINTEGER *string_length*, // Input

);

conn_handle

接続ハンドル

attribute

attributeは、値を設定する属性を識別します

value_pointer

attributeが想定する値へのポインタ。

string_length

If attribute is defined by ODBC and value_pointer points to a binary buffer or character string,

string_length is the length of value_pointer. If value_pointer points to a fixed-length value (such

as an integer), string_length is ignored.

If EDB-ODBC defines the attribute, the application sets the string_length parameter. Possible

string_length values are:

値のタイプ 意味

文字列 文字ストリングまたは SQL_NTSの長さ

バイナリバッファ SQL_LEN_BINARY_ATTR（長さ）の結果

固定長データ型 SQL_IS_INTEGERまたは SQL_IS_UINTEGER

その他のタイプ SQL_IS_POINTER

SQLSetConnectAttr() は SQL_SUCCESS 、 SQL_SUCCESS_WITH_INFO 、 SQL_ERROR 、

SQL_STILL_EXECUTINGまたは SQL_INVALID_HANDLEを返します。

You can call SQLSetConnectAttr() any time after the connection handle is allocated, until the time that the

connection is closed with a call to SQLFreeHandle(). All attributes set by the call persist until the call to

SQLFreeHandle().
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接続属性には、設定可能な特定の時間枠があります。一部の属性は接続が確立される前に設定する必要があります

が、他の属性は接続が確立された後にのみ設定できます。

次の表は、接続属性とそれらを設定できる期間を示しています。

属性 接続を確立する前または後に設定しますか？

SQL_ATTR_ACCESS_MODE 前または後

SQL_ATTR_ASYNC_ENABLE 前または後

SQL_ATTR_AUTO_IPD 前または後

SQL_ATTR_AUTOCOMMIT 前または後

SQL_ATTR_CONNECTION_TIMEOUT 前または後

SQL_ATTR_CURRENT_CATALOG 前または後

SQL_ATTR_ENLIST_IN_DTC 後

SQL_ATTR_ENLIST_IN_XA 後

SQL_ATTR_LOGIN_TIMEOUT 前

SQL_ATTR_ODBC_CURSORS 前

SQL_ATTR_PACKET_SIZE 前

SQL_ATTR_QUIET_MODE 前または後

SQL_ATTR_TRACE 前または後

SQL_ATTR_TRACEFILE 前または後

SQL_ATTR_TRANSLATE_LIB 後

SQL_ATTR_TRANSLATE_OPTION 後

SQL_ATTR_TXN_ISOLATION 前または後
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6.3 環境属性

ODBCの SQLGetEnvAttr()および SQLSetEnvAttr()関数を使用して、環境属性の値を取得または設定で

きます。

6.3.1 SQLGetEnvAttr（）

システムの環境属性の現在の値を見つけるには、 SQLGetEnvAttr()関数を使用します。関数のシグネチャは

次のとおりです。

SQLRETURN SQLGetConnectAttr

(

SQLHDBC *env_handle*, // Input

SQLINTEGER *attribute*, // Input

SQLPOINTER *value_ptr*, // Output

SQLINTEGER *buffer_length*, // Input

SQLINTEGER \*\ *string_length_pointer* // Output

);

env_handle

環境ハンドル。

attribute

attributeは値を取得したい属性を識別します。

value_pointer

attributeの値を受け取るメモリ内の場所へのポインタ。

buffer_length

If the attribute is a character string, buffer_length is the length of value_ptr. If the value of the attribute is

not a character string, buffer_length is unused.

string_length_pointer

value_pointerで返すために利用可能なバイト数を受け取る SQLINTEGERへのポインター。 ``value_pointer*

is NULL, `` string_length_pointer``が返されない場合。

この関数は、 SQL_SUCCESS 、 SQL_SUCCESS_WITH_INFO 、 SQL_NO_DATA 、 SQL_ERROR 、または

SQL_INVALID_HANDLEを返します。

次の表に、EDB-ODBCでサポートされている環境属性を示します。
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属性 サポートされていますか？ 制限？

SQL_ATTR_CONNECTION_POOLING SQL_CP_ONE_PER_DRIVER

または SQL_CP_OFF

接続プロパティによって決定

SQL_ATTR_ODBC_VERSION （SQL_OV_ODBC3）

（SQL_OV_ODBC2）

なし

SQL_ATTR_OUTPUT_NTS SQL_SUCCESS なし
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6.3.2 SQLSetEnvAttr（）

SQLSetEnvAttr()関数を使用して、環境属性の値を設定できます。関数のシグネチャは次のとおりです。

SQLRETURN SQLSetEnvAttr

(

SQLHENV *env_handle*, //Input

SQLINTEGER *attribute*, //Input

SQLPOINTER *value_pointer*, //Input

SQLINTEGER *string_length* //Input

);

env_handle

環境ハンドル。

attribute

attributeは値を設定したい属性を識別します。

value_pointer

A pointer to the value assigned to the attribute. The value will be a NULL terminated character string or a 32 bit

integer value depending on the specified attribute.

string_length

If value_pointer is a pointer to a binary buffer or character string, string_length is the length of

value_pointer. If the value being assigned to the attribute is a character, string_length is the length of

that character string. If value_pointer is NULL, string_length is not returned. If value_pointer is an inte-

ger, string_length is ignored.

SQLSetEnvAttr() は SQL_SUCCESS 、 SQL_INVALID_HANDLE 、 SQL_ERROR ま た は

SQL_SUCCESS_WITH_INFOを返します。

アプリケーションは接続ハンドルを割り当てる前に SQLSetEnvAttr() を呼び出さなければなりません。環

境属性に適用されるすべての値は、接続のために SQLFreeHandle() が呼び出されるまで持続します。ODBC

バージョン 3.xでは、複数の環境ハンドルを同時に割り当てることができます。

次の表は、 SQLSetAttr()で設定できる環境属性の一覧です。
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属性 Value_pointerタイ

プ

制限？

SQL_ATTR_ODBC_VERSION 32ビット整数 アプリケーションが SQLHENV 引数を含

む関数を呼び出す前に、この属性を設定し

てください。

SQL_ATTR_OUTPUT_NTS 32ビット整数 デフォルトは SQL_TRUEです。この属性

を SQL_FALSE に設定する呼び出しは、

SQL_ERROR/SQLSTATEHYC00（機能は

実装されていません）を返します。
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6.4 ステートメント属性

ODBCの SQLGetStmtAttr()および SQLSetStmtAttr()関数を使用して、ステートメント属性の値を取得

および設定できます。

6.4.1 SQLGetStmtAttr（）

SQLGetStmtAttr()関数はステートメント属性の現在の値を返します。署名は次のとおりです。

SQLRETURN SQLGetConnectAttr

(

SQLHDBC *stmt_handle,* //Input

SQLINTEGER *attribute,* //Input

SQLPOINTER *value_ptr,* //Output

SQLINTEGER *buffer_length,* //Input

SQLINTEGER \*\ *string_length_pointer* //Output

);

stmt_handle

ステートメントハンドル

attribute

attributeは属性値です

value_pointer

attributeの値を受け取るメモリ内の場所へのポインタ。

buffer_length

If the attribute is defined by ODBC, buffer_length is the length of value_pointer (if value_pointer

points to a character string or binary buffer). If value_pointer points to an integer, buffer_length is ignored.

If EDB-ODBC defines the attribute, the application sets the buffer_length parameter. buffer_length can be:

値のタイプ 意味

文字列 文字列の長さ

バイナリバッファ SQL_LEN_BINARY_ATTR（長さ）の結果

固定長データ型 SQL_IS_INTEGERまたは SQL_IS_UINTEGER

その他のタイプ SQL_IS_POINTER

string_length_pointer
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要求された値を保持するために必要なバイト数を受け取る SQLINTEGER へのポインタ。 value_pointer が

NULLの場合、 string_length_pointerは返されません。

この関数は、SQL_SUCCESS、SQL_SUCCESS_WITH_INFO、SQL_ERROR、または SQL_INVALID_HANDLE

を返します。

次の表に、EDB-ODBCでサポートされているステートメント属性を示します。

属性 サポートされていますか？ 制限？

SQL_ATTR_APP_PARAM_DESC はい

SQL_ATTR_APP_ROW_DESC はい

SQL_ATTR_ASYNC_ENABLE 番号

SQL_ATTR_CONCURRENCY はい SQL_CONCUR_READ_ONLY

SQL_ATTR_CURSOR_SCROLLABLE はい

SQL_ATTR_CURSOR_TYPE はい SQL_CURSOR_FORWARD_ONLY

SQL_ATTR_CURSOR_SENSITIVITY はい SQL_INSENSITIVE

SQL_ATTR_ENABLE_AUTO_IPD 番号

SQL_ATTR_FETCH_BOOKMARK_PTR はい

SQL_ATTR_IMP_PARAM_DESC はい

SQL_ATTR_IMP_ROW_DESC はい

SQL_ATTR_KEYSET_SIZE 番号

SQL_ATTR_MAX_LENGTH 番号

SQL_ATTR_MAX_ROWS 番号

SQL_ATTR_METADATA_ID はい

SQL_ATTR_NOSCAN 番号

SQL_ATTR_PARAM_BIND_OFFSET_PTR はい ODBCV2.0

SQL_ATTR_PARAM_BIND_TYPE はい

SQL_ATTR_PARAM_OPERATION_PTR はい

SQL_ATTR_PARAM_STATUS_PTR はい

SQL_ATTR_PARAMS_PROCESSED_PTR はい

SQL_ATTR_PARAMSET_SIZE はい

SQL_ATTR_QUERY_TIMEOUT 番号

SQL_ATTR_RETRIEVE_DATA 番号

SQL_ATTR_ROW_BIND_OFFSET_PTR はい

SQL_ATTR_ROW_BIND_TYPE 番号

SQL_ATTR_ROW_NUMBER はい

SQL_ATTR_ROW_OPERATION_PTR はい

SQL_ATTR_ROW_STATUS_PTR はい

SQL_ATTR_ROWS_FETCHED_PTR はい

次のページに続く
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表 2 – 前のページからの続き

属性 サポートされていますか？ 制限？

SQL_ATTR_ROW_ARRAY_SIZE はい

SQL_ATTR_SIMULATE_CURSOR 番号

SQL_ATTR_USE_BOOKMARKS はい

SQL_ROWSET_SIZE はい

。生::ラテックス

/新しいページ

6.4.2 SQLSetStmtAttr（）

SQLSetStmtAttr()関数を使用して、環境属性の値を設定できます。署名は次のとおりです。

SQLRETURN SQLSetStmtAttr

(

SQLHENV *stmt_handle*, //Input

SQLINTEGER *attribute*, //Input

SQLPOINTER *value_pointer*, //Input

SQLINTEGER *string_length* //Input

);

stmt_handle

*stmt_handle*は環境ハンドルです。

attribute

attributeは値を設定したいステートメント属性を識別します。

value_pointer

value_pointer is a pointer to the location in memory that holds the value that will be assigned to the attribute.

value_pointer can be a pointer to:

• nullで終了する文字列

• バイナリバッファ

• ドライバーによって定義された値
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• タイプ SQLLEN、 SQLULEN、または SQLUSMALLINTの値

値ポインターは、オプションで以下の値のいずれかを保持することもできます。

• ODBC記述子ハンドル

• SQLUINTEGERの値

• SQLULENの値

• 符号付き整数（属性がドライバー固有の値の場合）

string_length

If attribute is defined by ODBC and value_pointer points to a binary buffer or character string,

string_length is the length of value_pointer. If value_pointer points to an integer, string_length

is ignored.

If EDB-ODBC defines the attribute, the application sets the string_length parameter. Possible

string_length values are:

値のタイプ 意味

文字列 文字ストリングまたは SQL_NTSの長さ

バイナリバッファ SQL_LEN_BINARY_ATTR（長さ）の結果

固定長データ型 SQL_IS_INTEGERまたは SQL_IS_UINTEGER

その他のタイプ SQL_IS_POINTER
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6.5 エラー処理

このガイドで言及されている ODBC関数の診断情報は、ODBC SQLGetDiagRec()関数を介して取得できます。

6.5.1 SQLGetDiagRec（）

SQLGetDiagRec()関数は、属性値を取得または設定する ODBC関数によって書き込まれた診断レコードから

ステータスおよびエラー情報を返します。署名は次のとおりです。

。コードブロック::テキスト

SQLRETURNSQLGetDiagRec（

SQLSMALLINT*handle_type*、//入力

SQLHANDLE*handle*、//入力

SQLSMALLINT*record_number*、//入力

SQLCHAR//*SQLState_pointer、//出力

SQLINTEGER//*native_error_pointer、//出力

SQLCHAR//*error_text_pointer、//出力

SQLSMALLINT*buffer_length*、//入力

SQLSMALLINT/*text_length_pointer//出力

）;

handle_type

handle引数のハンドルタイプ。 handle_typeは次のいずれかでなければなりません:

• SQL_HANDLE_ENVは環境ハンドルを指定します。

• SQL_HANDLE_STMTはステートメントハンドルを指定します。

• SQL_HANDLE_DBCは接続ハンドルを指定します。

• SQL_HANDLE_DESCは記述子ハンドルを指定します。

handle

属性エラーメッセージに関連付けられたハンドル。

record_number

アプリケーションが情報を探しているステータスレコード（1以上である必要があります）。
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SQLState_pointer

レコードから SQLStateエラーコードを受け取るメモリバッファへのポインタ。

native_error_pointer

データソースのネイティブエラーメッセージを受け取るバッファーへのポインター（ SQL_DIAG_NATIVEフィー

ルドに含まれています）。

error_text_pointer

エラーテキストを受け取るメモリバッファーへのポインター（ SQL_DIAG_MESSAGE_TEXTフィールドに含まれ

ています）

buffer_length

error_textバッファの長さ。

text_length_pointer

Pointer to the buffer that receives the size (in characters) of the error_text_pointer field. If the number

of characters in the error_text_pointer parameter exceeds the number available (in buffer_length),

error_text_pointer will be truncated.

SQLGetDiagRec() は SQL_SUCCESS 、 SQL_ERROR 、 SQL_INVALID_HANDLE 、

SQL_SUCCESS_WITH_DATAまたは SQL_NO_DATAを返します。
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6.6 サポートされる ODBCAPI関数

次の表に、ODBCAPI 関数を示します。API が EDB-ODBC ドライバーでサポートされている場合、右側

の列は Yes を示します。このリストの現在のバージョンを返すには、ODBC SQLGetFunctions() 関数

（ SQL_API_ODBC3_ALL_FUNCTIONSの関数 IDを指定）を使用します。

ODBCAPI関数名 EDB-ODBCでサポートされていますか？

SQLAllocConnect（） はい

SQLAllocEnv（） はい

SQLAllocStmt（） はい

SQLBindCol（） はい

SQLCancel（） はい

SQLColAttributes（） はい

SQLConnect（） はい

SQLDescribeCol（） はい

SQLDisconnect（） はい

SQLError（） はい

SQLExecDirect（） はい

SQLExecute（） はい

SQLFetch（） はい

SQLFreeConnect（） はい

SQLFreeEnv（） はい

SQLFreeStmt（） はい

SQLGetCursorName（） はい

SQLNumResultCols（） はい

SQLPrepare（） はい

SQLRowCount（） はい

SQLSetCursorName（） はい

SQLSetParam（） はい

SQLTransact（） はい

SQLColumns（） はい

SQLDriverConnect（） はい

SQLGetConnectOption（） はい

SQLGetData（） はい

SQLGetFunctions（） はい

SQLGetInfo（） はい

SQLGetStmtOption（） はい

SQLGetTypeInfo（） はい

次のページに続く
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表 3 – 前のページからの続き

ODBCAPI関数名 EDB-ODBCでサポートされていますか？

SQLParamData（） はい

SQLPutData（） はい

SQLSetConnectOption（） はい

SQLSetStmtOption（） はい

SQLSpecialColumns（） はい

SQLStatistics（） はい

SQLTables（） はい

SQLBrowseConnect（） 番号

SQLColumnPrivileges（） 番号

SQLDataSources（） はい

SQLDescribeParam（） 番号

SQLExtendedFetch（） はい

SQLForeignKeys（） はい

SQLMoreResults（） はい

SQLNativeSQL（） はい

SQLNumParams（） はい

SQLParamOptions（） はい

SQLPrimaryKeys（） はい

SQLProcedureColumns（） はい

SQLProcedures（） はい

SQLSetPos（） はい

SQLSetScrollOptions（） 番号

SQLTablePrivileges（） はい

SQLDrivers（） はい

SQLBindParameter（） はい

SQLAllocHandle（） はい

SQLBindParam（） はい

SQLCloseCursor（） はい

SQLColAttribute（） はい

SQLCopyDesc（） はい

SQLendTran（） はい

SQLFetchScroll（） はい

SQLFreeHandle（） はい

SQLGetConnectAttr（） はい

SQLGetDescField（） はい

SQLGetDescRec（） はい

SQLGetDiagField（） はい

次のページに続く
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表 3 – 前のページからの続き

ODBCAPI関数名 EDB-ODBCでサポートされていますか？

SQLGetDiagRec（） はい

SQLGetEnvAttr（） はい

SQLGetStmtAttr（） はい

SQLSetConnectAttr（） はい

SQLSetDescField（） はい

SQLSetDescRec（） 番号

SQLSetEnvAttr（） はい

SQLSetStmtAttr（） はい

SQLBulkOperations（） はい
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6.7 サポートされているデータ型

EDB-ODBCは、次の ODBCデータ型をサポートしています。

ODBCデータ型 対応する AdvancedServerデータ型

SQL_BIGINT PG_TYPE_INT8

SQL_BINARY PG_TYPE_BYTEA

SQL_BIT PG_TYPE_BOOLまたは PG_TYPE_CHAR

SQL_CHAR PG_TYPE_BPCHAR

SQL_TYPE_DATE PG_TYPE_DATE

SQL_DECIMAL PG_TYPE_NUMERIC

SQL_DOUBLE PG_TYPE_FLOAT8

SQL_FLOAT PG_TYPE_FLOAT8

SQL_INTEGER PG_TYPE_INT4

SQL_LONGVARBINARY PG_TYPE_BYTEA

SQL_LONGVARCHAR PG_TYPE_VARCHARまたは PG_TYPE_TEXT

SQL_NUMERIC PG_TYPE_NUMERIC

SQL_NUMERIC PG_TYPE_NUMERIC

SQL_REAL PG_TYPE_FLOAT4

SQL_SMALLINT PG_TYPE_INT2

SQL_TYPE_TIME PG_TYPE_TIME

SQL_TYPE_TIMESTAMP PG_TYPE_DATETIME

SQL_TINYINT PG_TYPE_INT2

SQL_VARBINARY PG_TYPE_BYTEA

SQL_VARCHAR PG_TYPE_VARCHAR
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6.8 スレッドセーフティ

EDB-ODBCはスレッドセーフです。
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第 7章

セキュリティと暗号化

7.1 スクラムの互換性

EDBODBCドライバーは、AdvancedServerバージョン 12、11、10に SCRAM-SHA-256サポートを提供します。

このサポートは、EDBODBC10.01.0000.01リリース以降で利用できます。
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第 8章

結論

EDBPostgresODBCコネクタガイド

Copyright©2007-2019EnterpriseDBCorporation。

全著作権所有。

EnterpriseDB®Corporation

34CrosbyDrive、Suite201、Bedford、MA01730、USA

T+17813573390F+19784671307E

info@enterprisedb.com

www.enterprisedb.com

• EDBは、EDBPostgres製品が存在する場合、ログオン UIの設計、コーディングのベストプラクティスの確

立、レビュー、および検証を行います。EDBは、追加の入力コンポーネントについても同じアプローチに従

いますが、製品の性質上、制限付きの検証が可能な信頼できるユーザーが入力および送信するフリーフォー

ム SQL、WMI、またはその他の文字列を受け入れることが必要になる場合があります。このような場合、

ユーザーが誤った入力や危険な入力をするのを防ぐことはできません。

• EDBは、認証済みの信頼できるユーザーからのフリーフォーム SQL、WMI、またはその他の潜在的に危険

な入力を受け入れる製品に機能を追加する権利を留保しますが、そのようなすべての機能が最小限のリスク

を提供できるように設計およびテストされることを保証します。可能、スーパーユーザーまたは同等の権限

が必要です。

• EDBは、すべての潜在的な脅威を予測できること、または予測できることを保証するものではありません。

したがって、私たちのプロセスでは、すべての潜在的な脆弱性が対処または検討されたことを完全に保証で

きません。

mailto:info@enterprisedb.com
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